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  はじめに


  
    わが妻に捧ぐ


    三十一年の幸いな年月のあいだ、私が何を話し何を書くときも


    倦むことなく私の助け手であり続けてくれた妻に。


    彼女はクリスチャン家庭の務めの中に常にとどまって


    私に多くの感謝と祈りを残してくれた。それらの感謝と祈りは


    私たちの共同の働きを通して祝福を受けた人々からのものであり、


    彼女はキリストが崇められさえすれば満足だったのである。
  


  読者へ


  この本を構成している題材はみな、テキサス州ダラスとマサチューセッツ州ノースフィールドにおける私の二つの牧会で、私の会衆に向けて説教したものである。そして、「分与された命」に関する講演以外はみな、まず「ダラス・ニュース」に出版された。これらは「キリスト者の働き人誌」に再刷され、一つの願いを呼び覚ました。この願いは著しく広まっていたので、キリスト・イエスにある新しい生活に関するこれらの教えをまとめて一冊の本にすべきだと思われた。これが、聖書学校書籍協会の案配により、今やなされたのである。


  本書をここでいま主の顧みに委ねる。本書が求めているのは、「どうか主の恵みにより、束縛の中にある多くの人々に、本書が幸いな、勝利の、実り多いクリスチャン生活への道を示しますように」という熱心な祈りにより、主を高く上げることである。


  



  Ｃ．Ｉ．スコフィールド
 グレイシングルズ　ダグラストン、ニューヨーク
 一九一五年四月


  



  一．内なる生活


  御言葉：「私はあなたのことを耳で聞いていましたが、今は私の目であなたを見ています。それゆえ、私は自分自身を忌み嫌います。」ヨブ四二・五～六


  ある人はヨブ記のことを「内なる生活の叙事詩」と称してきた。これはきわめて妥当である。われわれはみな、内なる生活があることを知っている。われわれの存在の境界の内側、あらゆる活動や外観の背後で、われわれは生きている。そこで現実の生活がなされていることを、われわれ全員が知っている。そこではわれわれは孤独であること、そこではすべての人が隠遁者であることを、われわれ全員が知っている。


  これが真実であることに議論の余地はない一方で、別の意味において、この奇妙な内なる生活は非常に人気がある。情熱、願望、誘惑、身の毛のよだつような悪魔的考え、天使的考え、祈り、崇拝、卑しい自己中心性、戦いと嘆願。この混沌の中に信仰は神の性質、復活したキリストの命、聖霊の内住の途方もない平安と力と喜びをもたらす。われわれが永遠の命を受けた時、われわれは内なる生活の新たな歴史の第一章を記したにすぎないことを、われわれ全員が知っている。


  新たない戦い、新たな勝利、ああ！新たな敗北もあるのである。


  あなたが知っているごくありふれたクリスチャンでも、その存在の奥まった所で、一つの叙事詩を書いているのである。


  そして、この内なる生活は、最終的に、外側の生活の源であり泉であることを、われわれは知っている。もちろん、数年の間、これらのものを別々に保つことは可能である。しかし遅かれ早かれ、内なる生活が外側の生活の決定要因となる。それゆえ、この生活に神は最も関心を持っておられる。それは福音の経綸の決定的特徴である。


  「今や斧が木の根元に置かれている」と先駆者ヨハネは言う。「木を良くせよ、そうすればその実も良くなる」と、キリストはほとんど開口一番語られた。確かに、これは常にそうだった。「見よ、あなたは真実を内なる諸部分に求めておられます」。「主は心をおもんばかる」。


  出発点として、ヨブ記の最後の章の五節と六節を取り上げるのが最善だと思う。


  「私はあなたのことを耳で聞いていましたが、今は私の目であなたを見ています。それゆえ、私は自分自身を忌み嫌い、塵と灰の中で悔い改めます。」


  これは悩む族長の転機である。


  悩む族長の転機


  このこと自体はとても単純である。「私はあなたのことを耳で聞いていました」。ヨブのもとに来た神に関する証しがあった。そして、彼はそれを真の信仰と良い生活の基礎とした。通常、クリスチャンの経験はまさにそのとおりの過程を経る。キリスト、そのパースンと御業に関する記録がある。それは神の証しであり、われわれはそれを受け入れ、神は真実であるという証印を押す。われわれは救われる。証し、耳で聞いたことに信仰は全く基づいているが、それは全く本物の信仰である。まさに最後の章に至るまで、それがヨブの信仰だった。


  ここに一人の敬虔な人がいた。その人の外側の生活は非の打ちどころがなかったので、神はサタンの悪意に対して「その中に欠点を見つけてみよ」と挑戦することができた。彼は消極的な意味で善人だっただけではない。積極的な意味でも善人だった。彼の生活は物事の正当な益になる面に立脚していたのである。


  次に、神のあの奇妙な取り扱い、あの許容された懲らしめが始まった。それは、とても多くの他の人々の生活においても謎であり続けてきた。当時最善だった人が最も悩むことになるとは、なんと奇妙なことか。神の御手がひどく重くのしかかったように思われる人になるとは、なんと奇妙なことか。そしてこの事実は、ご存じのように、様々な解釈を招いたのである。


  この人の善良さと有益さに関するサタンの意見は、「この人は金目当てで働く者にすぎない」というものだった。「あなたは彼の周りに垣根を設けられたではありませんか？」。あなたは彼に並々ならぬ繁栄を与え、ある意味において、彼を買収したのです。これがサタンの意見だった。それは嘘だった。そして神は、この人の生活に関するサタンの理論の誤りを示すために、サタンに許可を与えられたのである。


  神は事実上、「その垣根を取り除きなさい」と仰せられた。それから何が起きたのか、あなたはご存じである。彼の繁栄は去り、彼の子供たちもいなくなったが、それでも、この人の高潔さは残った。彼は神を呪わなかった。


  次にサタンは、前の理論と同じように誤っている別の理論に頼って、「皮には皮をもってします。人は自分の命のために、その持っているすべての物をも与えます」と言った。あなたはこの人に健康を残しました。「今、あなたの手を伸べて、彼の骨と肉とを撃ってごらんなさい。彼はあなたの顔に向かって、あなたを呪うでしょう」。


  それで、これが許された。彼の健康は去り、大きな痛みが彼の上に降りかかった。繁栄を奪われ、家族を奪われ、健康を奪われた。それでもこの人は、神に関して聞いたことに基づく信仰によって、自分の高潔さを保った。


  次に、彼の友人たちの理論が登場した。「彼の生活の中には何らかの隠された罪があるにちがいありません。彼はまんまとその罪を人の目から隠しおおせているのです」という見解に彼らは合意した。彼の上に重くのしかかっている悲しみの唯一の原因は、彼は偽善者であり、人が思うほどは良くなかったからだ、と彼らは堅く確信した。そしてこの信念に基づいて、彼らはこの問題を彼と議論した。しかし、これもまた偽りであることをヨブは知っていた。それで、「自分は偽善者ではない」という主張を彼は維持した。


  神の幻


  そして今、彼の内なる生活の真の叙事詩にわれわれはやって来る。


  神ご自身がこの問題に取り組まれた。この素晴らしいヨブ記の締めくくりの諸章を辿るなら、その構造全体がわかる。この構造は、言わば、聖徒の内なる生活に関する神のより深い取り扱いについてのものであり、神はその人を聖徒にふさわしい者にしようとしておられるのである。


  まず第一に、神の力、神の威光、神の偉大さが啓示された。


  「その時、主はつむじ風の中からヨブに答えられた。（中略）わたしが地の基を据えた時、あなたはどこにいたか？（中略）その土台は何の上に置かれたか？その隅の石は誰が据えたか？かの時には明けの星は相共に歌い、神の子らはみな喜び呼ばわった。（中略）あなたは朝に命じ、夜明けにその所を知らせたことがあるか？あなたは天の法則を知っているか？そのおきてを地に施すことができるか？（中略）あなたはわたしの裁きを無にするのか？」


  ああ、哀れなヨブ！あなたはサタンに対して、また人に対して、自分の信念を保つことはできるが、神に何と答えるのか？神のこの個人的顕現を前にして、ヨブはこう述べる以外、何を言えるというのか。


  「私はあなたのことを耳で聞いていましたが、今は私の目であなたを見ています。それゆえ、私は自分自身を忌み嫌います。」


  自己の完全な崩壊


  然り、問題はあなた自身なのである。今や、この謎は明らかである。


  問題はヨブが行ったことでは全くなく、ヨブが何者であるのかだったのである。ヨブ自身が間違っていたのである。彼は神の前で自分を裁いたことが一度もなかった。彼は自分自身の内に死という判決を持っていなかった。それを説明するヨブ記の章は二九章である。二十五の節の中に人称代名詞が四十八回現れる。


  彼は善人だった。しかし、彼はそれをあまりにも意識しすぎていた。そして、自分の魂の真の状態について、神の御前における自分の内なる生活について、深い暗闇の中にあった。そして何ものも、彼の深い苦しみ、彼の友人たちの非難、自問自答も、彼に自分自身を見るようにはさせなかった。


  しかし、彼が神に関する知識から神との個人的面識へと移った時、絶望以外に述べるべきことはなかった。


  「私はあなたのことを耳で聞いていましたが、今は私の目であなたを見ています。それゆえ、私は自分自身を忌み嫌います。」


  自己の無価値さと欠点を真に実感させる神の啓示が、このヨブの経験の本質であると私は思う。


  彼が真の自己意識に到達したのは、自己に関して自分で考えたことによるのではないし、自分の内なる生活の謎を解明しようと努力したことによるのでもない。神ご自身の幻が、彼の内なる存在に押し寄せて、自己を卑下して憎むようにさせる幻をもたらしたのである。


  新しい、より高い水準の奉仕


  その後、きわめて驚くべきことが起きた。自分自身を忌み嫌うこの人を神は擁護して回復されたのである。


  「主はテマン人エリパズに言われた、『わたしの怒りはあなたとあなたの二人の友に向かって燃える。あなたたちは、わたしのしもべヨブのように正しい事をわたしについて述べなかったからである』。」


  その次に、ご存じのように、神はヨブを祭司として、彼を通してでないかぎり、この三人の非難に満ちた道徳説教者たちは自分たちが怒らせた聖なる神に近づけないようにされた。


  「わたしの僕ヨブはあなたたちのために祈るであろう。そして、わたしは彼を受け入れる。」


  ここで基本的に四つのことが述べられているのがわかる。


  
    ――第一に、神の幻


    ――第二に、自己の完全な崩壊


    ――第三に、新しい、より高い水準の奉仕


    ――最後に、二倍の実り豊かさ
  


  「そして主は、ヨブが以前に持っていたものの二倍を与えられた。」


  さて、ここに変わることのない順序が示されていると私は信じる。ここに例外的でない経験が示されていると私は堅く確信する。


  ああ、愛する人よ、われわれは神に関してあまりにも耳で聞きすぎてきたが、神に関するいっそう深い事柄、いっそう親密な事柄に達する必要があるのである。


  われわれは、あの個人的かつ基本的な神との交友に達する必要がある。それはサマリヤ人たちと共に「今、私たちが信じているのは、あなたの言葉のためではありません。自分自身で聞いて、この方こそまさにキリストであることがわかったからです」と言えるようになるためである。とはいえ、それが及ぼす最初の効果は、この恐るべき自己卑下であり、この完全な自己の崩壊である。


  しかし、ああ、この屈辱の谷はなんと幸いな場所であることか。そこに転落した者で、新しい命と奉仕によみがえらない者はいない。しかし覚えておこうではないか。その代価は、自分の内に死という判決を持つことなのである。内なる生活を徹底的に再建することなのである。


  これは稀な経験ではない


  この経験を解釈することにより、それはヨブだけに臨んだのではなく、神に大いに用いられたすべての人にも臨んだことがわかる。環境は異なるが本質は同じである――神について理解し、自己の力は無力になり、新しい力と祝福を与えられるのである。


  ――ヨシュアは抜き身の剣を持つ人の足元に倒れた（ヨシ五・十三～十五）。


  ――イザヤは「私はわざわいだ」（イザ六・五～八）と叫んで、清めと再委託を受けなければならなかった。


  ――エレミヤは、主が自分の口に触れてくださらないかぎり「話せない」ことを学ばなければならなかった（エレ一・六～十）。


  ――エゼキエルは、栄光によってひざまずき、自己の崩壊のうちに顔を伏せなければならなかった。その後、御霊は彼を満たして、主は「わたしはあなたを遣わす」と言うことができた（エゼ一・二八、二・一～十）。


  ――ダニエルは、「私は見た（中略）そして私の美しさは私の内で腐敗へと転じた」と言わなければならなかった（ダニ十・五～十二）。


  ――愛されていたヨハネですら、栄光を受けたキリストの幻を前にして、「死人のようにその足下に」倒れざるをえなかった。その後、その「右手」が彼の上に置かれて、彼は「恐れるな」という言葉を聞くことができた。


  今、これがみな意味することを短くまとめたいと思う。まず最初に、これではない二つの事柄である。


  これではない二つの事柄


  これは肉の全き根絶、死、自己の消滅ではないし、罪なき完全でもない。自己は忌み嫌われ、信頼を失い、嫌悪され、無に帰された。しかし、この経験の特徴は、どの時代や経綸でも、とても均一であるため、成就された結果とそれが達成された手順の両方を述べるのは難しくない。


  一．この至高の経験の中には、魂に対する神ご自身の啓示が含まれる。


  それは神に関する何らかの事柄、神に関する何らかの新しい証し、悲しみや試練に関する何らかの教訓ではない。それは神ご自身の行為、神の自己啓示である。この自己啓示により、証しでは決して心や良心に伝達されなかったものが啓示される。それゆえ、自分自身に関する新しい強烈な理解が生じる。


  二．聖書から引用した例は、神のこの啓示の効果についても一致している。


  神のこの幻を前にするとき、人は自己を忌み嫌うようになる。すでに見たように、この効果はあまりにも絶対的なものであるため、力がすっかりなくなることとして常に述べられている。自己の命はほふられはしないものの、もはや二度と頼ってはならないもの、神の事柄において決して当てにしてはならないものであると、栄光の中で見なされるようになる。パウロが述べたとおりである。「私たちは自分自身の内に死という判決を持ちました。それは私たちが自分自身ではなく、死者をよみがえらせてくださる神に信頼するようになるためでした」。復活の神、新しい不滅の命の神に信頼するようになるためなのである。


  三．この自信の喪失の後に、死んで復活した方の力の満たしが続くが、これについても聖書の事例は一致している。


  畏るべき麗しい幻を前にして顔を伏せた人が、そのまま放置されたことは一度もない。「私は力を受けた」が不変の証しである。


  四．それから新しい、より高い水準の奉仕が臨む。これとその新たな実り豊かさ――これは幸いな結末である。


  あなたが顔と顔を合わせて神とまみえること以上に願わしいことがあろうか？この内なる生活の叙事詩におけるこの最高の言葉があなたに実現すること以上に願わしいことがあろうか？どうか神が、御名のために、これをかなえてくださいますように。


  



  二．分与された命


  御言葉：「わたしが来たのは彼らが命を持つためであり、また、彼らがそれをいっそう豊かに持つためです。」ヨハ十・十


  これがイエス・キリストのメッセージの新たな調べだった。そのほとんどは、無理解な耳の上に落ちた。いわゆる福音伝道が十九世紀の間なされてきたが、その大部分は依然として理解されないままである。


  
    ――キリストは山上の垂訓のような道徳の教師であることは理解されている。


    ――彼がわれわれの諸々の罪のために死なれたことは、事実として、理解されている。


    ――彼が問題を行いによる義から信仰による義へと変えて、中心をアラビアのシナイ山からユダヤのカルバリ山に移されたことは、不完全ながら理解されている。
  


  しかし彼が来られたのは、信じる人に新たな性質の命、昔も今も彼ご自身の内にあるまさにその命を与えるためであること――これは理解されていない。


  永遠の命については、確かに多くのことが述べられている。しかし、それは存在の存続――肉体の死という事実にもかかわらず命が存続し続けること――を意味するものとしてしか理解されていない。


  イエス・キリストの教えでは、使徒たちの書き物と同じように、キリストによって彼を信じるすべての人に分与されるこの命は、確かに無限の命を意味する言葉である。しかし、無限性はたんなる人の命の特質でもあるので、永遠の命は、質に関して、種類に関して、遥かに強調している言葉である。


  バプテスマのヨハネの務めにも、「今や斧が木の根元に置かれている」という驚くべきメッセージが含まれていた。


  古いアダム族の木についてこれ以上実験を重ねるべきではなかったし、何世紀にもわたる検査を経ても野生の実しか結べなかった株から実を得ようとするべきでもなかった。「その木を良くせよ」が新しい合言葉であり、それを可能にする唯一の方法は、その木に新しい命と性質を与えることだった。「肉から生まれるものは肉」であり、決して他のものにはなしえない。古い人は、新しい福音の下で、キリストと共に十字架につけられるべきであり、高次の理想によって改善されるべきではない。「肉の中にある者たちは神を喜ばせることができません」。アダムの病毒がそれを妨げる。それを取り除くことはできない。


  ヨハネによる福音書のこの十章で、キリストは二つのことを述べておられる。


  
    ――キリストはその命を羊のためにお与えになる（十一、十五、十七節）。これは贖いである。


    ――キリストはその命を羊にお与えになる（二八節）。これは再生である。
  


  これとまさに同じ二重性が三章に見いだされる。羊は二重の無力さの下にある。彼らは律法の呪いと判決の下で「滅びつつ」あり、彼らの代わりに喜んで「呪いとされる」ことのできる方によって贖われなければならない。彼らはまた肉から生まれており、それゆえ肉の人にすぎず、神の王国を「見る」こともそれに「入る」こともできない。これについては再生以外に救済策はない。


  しかし、この二つの必要はまさに、神の愛の福音によって満たされる。人の子は滅びつつある者を贖うために十字架に上げられなければならない。そして聖霊は、自分たちの罪のために十字架につけられた人の子を信じるすべての人に、神聖な性質と新しい命を分与される。


  この新しい命はキリストの命である


  たんなる存在の無限性は「永遠の」命ではない。永遠は「永遠から永遠まで」である。「初めに神と共におられ（中略）神であった」方だけが、永遠の御霊を通して、永遠の命を授けることができる。


  そして、この分与された命は彼ご自身の命である。「わたしはぶどうの木であり、あなたたちはその枝々です」。


  枝々を伴うこのぶどうの木は、命の一体性のなんという象徴であることか。枝には独立した命の源はない。ぶどうの木の命と枝の命は一つである。刷新、成長、実り豊かさの可能性は、ぶどうの木の生命力に全くかかっている。ぶどうの木が枝に向かって、「わたしが生きるので、あなたたちも生きます」と仰せられるのももっともである。


  主ご自身と、十字架につけられた方を信じる信仰を通して再生された人たちとの、この命における一体性を、われわれの主以上に強調することは不可能だろう。


  
    ――「わたしが父によって生きているように、わたしを食べる者もわたしによって生きます。」


    ――「父よ、あなたがわたしの中におられ、わたしがあなたの中にいるように、彼らもまたわたしたちの中で一つとなるためです。」


    ――「わたしは彼らの中におり、あなたはわたしの中におられます。」
  


  この生き生きとした諸々の暗示は、われわれの主の「一粒の麦」の直喩ではいっそう強烈である。蒔かれた一粒の麦が、死に絶えて、自分自身の命を与えることにより、死んで無数の麦粒を生み出すように、キリストはご自分の死もそうであると述べておられる。


  キリストとの命の一体性に対するこの証しは、福音に関する使徒の説明にも充満している。教会はキリストのからだであると宣言されている。多くの肢体からなる人の体が、「多くの肢体たち」の彼との一体性を表現するために用いられている絵図である。この多くの肢体たちは、天然の体の肢体のように、一つの有機体を構成しており、この有機体は「キリスト」と称されている（一コリ十二・十二）。それがキリストと宣言されているのは、キリストは信者に命をお与えになったからだけでなく、キリストは「私たちの命」だからでもある。ヨハネはその福音書の記録の目的は「神は私たちに永遠の命を与えてくださったこと、そしてこの命は御子の中にあること」を示すためであると宣言している。


  内側に生きておられるキリストを外側に生かし出すべきこと


  神は肉――利己的な人――に何も期待しておられない。神の勘定では、われわれの古い人はキリストと共に十字架につけられた。この古い人は一文字から成る一つの恐ろしい言葉――罪――によって要約される。罪の諸々の行いは、罪であるところの或る性質から発する。


  一つの偉大な輝かしい節により、聖霊は使徒パウロを通して、使徒の実際の経験の観点から、この新しい命の事実及び方法について述べておられる。それは「私はキリストと共に十字架につけられています」という節である。


  これは意識上の事実ではなく啓示上の事実である。パウロは十字架につけられたと「感じて」いるのではなく、神の勘定ではそうであると勘定されており、これを使徒もまた真実であると勘定しているのである。神は古いタルソのサウロには何も期待しておられず、ローマ書七章の経験により使徒はサウロに関する決定的真理を学んだのである。


  「私の中には、すなわち私の肉の中には、何の善も宿っていません。」


  次に、意識上の事実が生じる。「それにもかかわらず私は生きています」。これに「キリストが私の中に生きておられます」という別の事実が続く。


  サウロはなおも生きているが、死またはキリストの再来がサウロの命の終わりとなるだろうし、キリストもパウロの内に生きておられるのである。


  次に、その実際的・現実的結果が生じる。「私がいま肉（体）にあって生きているその命」。


  この命をいかに生きるべきか？聖霊は、一般的に言って教会が一度も達したことのない一つの答えを与えておられる。


  クリスチャン生活の方法


  この地上におけるクリスチャン生活に関する二つの理論が、今も昔も、平均的信仰を規定している。


  第一に、教えや規則による生活。


  ここに大きな真理がある。聖書は義に関する偉大な指導書であり、人間生活に関する神の御心の偉大な啓示である。いかなる内なる光も、この神の啓示に取って代わることはできない。それは道徳的に完全であり、完成している。しかしそれには、何の力も与えないという致命的欠点がある。「律法は何も完成しませんでした」。


  教えは生活に関する完全な規則を与える。そしてそれによって生活は常に検査されなければならない。しかし、教えにはそれを実現する力はない。「律法は（中略）肉によって弱かった」。海図はわれわれを運んで海を渡らせてはくれないが、われわれが深海のどこにいるのか、どこに行くべきかを示してくれる。教えによる生活が律法の下で試みられたが、それにより人類の全世界は神の御前で言語を絶する咎の中に取り残された。


  さらに絶望的なのがキリストの模範による生活観である。


  「キリストならどうされるだろうか？」がその公式である。不道徳、自己中心性、俗っぽさについては、答えるのは簡単である。生活の現実的危機のどれにおいても、この公式は完全に破綻する。


  「キリストならどうされるだろうか」に関するわれわれの結論は、思考習慣上の限界、霊的でないことによる限界、キリストに関する無知という限界によって、損なわれる。その地上生涯で、キリストはパレスチナのすべての宗教人――パリサイ人、サドカイ人、ヘロデ党――を驚愕させることを常に行われた。「彼はそうするべきである」と彼らが考えていることを彼は行わず、むしろ毎日、「メシヤ職と矛盾する」と彼らが考えていることを彼は行われた。


  それでは、クリスチャン生活とは何か？


  それは、われわれの人格に関して、またわれわれを取り囲む諸々の条件の下で、キリストがご自身の生活を生かし出されることである。われわれは「キリストならどうされるだろうか？」とは問わず、「もはや私ではありません」と自分に向かって言う。そして、自分の力を内住のキリストの支配に委ねる。


  「常にこの身に主イエスの死を帯びています」（これは、われわれがキリストと共に十字架につけられたことは「肉に何の信頼も置かないこと」であることを、実際的に表現したものである）「それはイエスの命もまた私たちの身において現わされるためです」。


  諸々の失敗によって落胆してはならない。キリストは、自己の支配に慣れた諸々の力や能力を、一度に完全に支配されるわけではない。むしろ、「御霊にあって歩むこと」により、平安・安息・喜びの感覚が確実に増し加わっていくのである。


  



  三．内なる生活の悲劇


  御言葉：「善いことをする意志はあるのですが、それをどう行えばいいかわかりません。」ロマ七・十八


  これは内なる生活の悲劇である。キリスト教倫理を前にして人の意志がくじけてしまうのである。達成されざる理想に関する責め苦である。


  弱々しい願いが敗北しても何ともない。しかし、神が命じておられることの側に意志の全力を投じて、その意志がくじけるのを見るのは、真剣な魂にとって、言いようのない悲劇である。


  「望みさえすれば、聖なる者になれる」と思うのは、ごくありふれた過ちである。われわれはこう考えているのである。すなわち、われわれの困難は神が要求しておられることの側に意志を向けることにあるのであり、実際に意志の力を十分に発揮すれば、われわれは霊的な生活に入れるにちがいない、と。しかし、ここに一人の人がいる。彼は、霊的生活は自分の意志を最高に活用しても及ばないものである、という驚くべき発見をする。


  彼は霊性を理解できないし、そうしようと思ってもそれを自分の生活の中に取り込めない。そしてこれは、人の性格の中にかつて宿った最強の意志の一つの経験だったことを思い出そうではないか。使徒パウロは弱虫ではなかった。彼は途方もない意志の力を与えられていたのである。


  宗教家ではあるがクリスチャンではない


  彼がただの宗教家でクリスチャンではなかった時、彼はたるんだ者でも弱々しい者でもなかった。自分がその中で育てられた伝統主義の大敵がこの新参者のキリスト教であることを、彼は見た。そして、彼の傲慢な意志は、彼をキリスト教に対する戦いの最前線へと追いやった。彼を「サンヘドリンの乱暴者」としたのである。


  何ものも彼を阻止できなかった――婦人の涙、年寄りや若者の嘆きも、彼を阻止できなかった。彼はクリスチャンの男たちや女たちを投獄した。そして、彼らを石打ちで死刑にするかどうかが問題になった時は、彼らに不利な票を投じた。パウロは決して中途半端な人ではなかったのである。


  彼の中には知的活力と生命力が満ちていたので、どちらかの側につかざるをえなかった。それだけではない。彼の中には、自分の願望を果たすことを可能にする意志の力もあったのである。


  しかしここに、彼にはなしえない簡単そうに思われるものがあった。しかし今、彼は自分の決意の力では達成不可能な或る理想を前にしていた。「善いことをする意志は私にあります」と彼は言う。「しかし、それをどう行えばいいのかがわかりません」。彼の意志は彼を霊性へともたらせなかったのである。


  「善」とは何か？


  これがわれわれの前にある問題である。しかし、少しのあいだ立ち止まって「善」というこのささやかな言葉について考えないかぎり、われわれは決してパウロが何を言わんとしているのかを理解できないだろう。


  パウロがしようと思ってもできないこの善とは何か？われわれは幾つかの事柄を直ちに排除することができる。彼がここで述べているのは道徳規範、誠実さ、優しさ、高潔さ、夫・親・友人としての人同士の関係における信実さについてではない。これらの事柄は完全に意志の力の範囲内にある。われわれはみな、キリスト教的力や影響からはかけ離れているのに、これらの資質をすべて備えている人々を知っている。どの団体にも、クリスチャンではないが、公正さ、真実さ、誠実さ、優しさ、勇気を兼ね備えた、助けになる、清い、高尚な生き方をしている人々がいる。使徒パウロが述べているのは、これらの善い資質のことでは全くない。これらの事柄を彼は生涯ずっと行ってきていた。この領域では彼の意志は有効だった。


  また、この善という言葉で彼の念頭にあったのは、一般的な信心深さ、教会員の資格、教会通い、祈りの詠唱、聖書朗読、献金ではなかった。これらの事柄を、彼は意志の力で生涯ずっと行ってきていた。彼は当時、自分の意志を良心的に用いることにより、一流の宗教家だったのである。


  それでは、そうしようとしても達成できない善について述べることにより、彼は何を言わんとしているのか？


  彼が言わんとしているのは、「私にとって生きることはキリストであり、死ぬことは益です」ということである。また、「私はキリストと共に十字架につけられています。それにもかかわらず私は生きています。しかし私ではなくキリストが、私の内に生きておられます。そして私がいま肉体にあって生きている命を、私は神の御子の信仰によって生きます。この方は私を愛して私のためにご自身を与えてくださいました」ということである。


  キリストに似た者となることに関して彼の念頭にあったのは――キリストが人々の前で複製されることだったのである。


  キリストが人々の前で複製されること


  これを彼は「善」と呼んでいるのである。それではパウロの意志は、キリストに似た者となること――キリストほど善くはないが、ある程度キリストのように善くなること――に失敗したのだろうか？そのとおりである。


  彼はそれをさらに説明するために、おそらく、あの幸いな人のことを思い浮かべただろう。


  彼は山上の垂訓を読んだ。きっと彼はそれを経綸的に正しい場所に置いただろうが、「自分は恵みの中に又教会の中におり、王国の中に又律法の下にいるわけではないから、王国生活よりも低い水準で生きてもかまわない」とは一瞬たりとも言おうとしなかっただろう――むしろ、「いっそう高い要求が自分に課せられている」と彼は言っただろう。彼の心の中にはこの消極的で劣悪な道徳規範は全くなかったが、他方において、彼の心の中にはキリスト者の標準を形成しているこの霊的道徳規範があった。「幸いなるかな、霊の中で貧しい者」と彼は言っただろう。次に、彼が自分の胸を打ち叩いて、「ああ、高慢なパウロよ！ああ、パウロよ、お前はいつ霊の中で貧しくなるのか？」と言うのが目に浮かぶ。また、おそらく、それより前の経験の段階では、「私は霊の中で貧しくなります」と彼は言っていただろう。


  「幸いなるかな、柔和な者」。


  「ああ」と彼は後に言った。「私は罪人のかしらです。この柔和という言葉を読むと、彼に向かって目を上げる勇気がなくなります――私には無理です」。


  聴衆の方々、あなたは柔和になろうとしたことがあるだろうか？もしあるなら、あなたはそれに成功しただろうか？だれでも柔和そうに行動することはできるし、一種の偽善者として行き巡ることもできる。


  偽善者


  しかし、そうすることはあなたを憎しみに満ちたパリサイ人にするだけである。それは柔和ではない。イエス・キリストが何よりも憎んでおられるのはパリサイ主義である。これは、彼にはどうしようもない唯一のものである。当時、パリサイ人に対して彼が唯一言えた言葉は、「あなたたちは禍である」だった。


  彼には彼らのための使信は何もなかった。彼の福音の中にはパリサイ人のためのものは何もなかった。否、パウロはパリサイ主義に戻ろうとしているのではない。


  彼が「善」について語った時、パウロの心の奥底には、あの避けがたい要求があったのである。その要求は、彼の新しい性質と新しい命の促しとによって彼の上に課せられたものであり、「自己がどんな形で現れたとしても、自己に対して勝利しなければならない」というものだった。


  今、キリストのような生活という高尚な標準に直面して、一つの深刻な危険が生じる。


  深刻な危険


  この危険がパウロにあったにちがいない。彼はそれに抵抗して、それについて神に激しく叫ばなければならなかったと、私は確信している。その危険とは、つまり、「キリストの標準は高すぎる」とか、「それがそこに置かれているのは、それに到達するためではなく、われわれが渇望すべき理想としてである」と、言ったり考えたりすることである。それが善いものであることには同意するが、それに到達するよう肉に期待するのは別の問題である。


  さて、ここに一人の人がいた。彼は何とかしてそのような類の生活を送ることを志しており、それが実現するまで決して諦めなかった。


  ご存じのとおり、「矢で月を狙っても月には届かないが、矢で納屋を狙うなら矢はそれよりも高く飛んで行く」という諺がある。


  パウロはそのような貧弱な詭弁によって決してくじけない。私の友よ、あなたや私ならくじけているだろう。


  さて、私はとても実際的な問いに移ることにしたい。


  とても実際的な問い


  「善いことをする意志はあるのですが、それをどう行えばいいのかわかりません」と言うことで、パウロは何を言わんとしているのか？


  私は自分のクリスチャン生活の間ずっと、「クリスチャンはローマ七章の中に生きてはならない」という意見を耳にしてきた。やれやれ、彼らの十人中九人がローマ七章に至ってくれればよいのだが。ローマ七章のこの人は霊的事柄に無関心な者ではない。彼は、自分の生活がキリストの生活のようではないという理由で、その心が砕けて、その存在が苦悩の中にある人である！


  ローマ七章のこの人は、神の御子の血で全く赤く染まっている人である。自分が恐ろしい現実的な何かと格闘していることを彼は知っていた。そして、自分のための解決策を神が持っておられるとするなら、彼はそれを得ないわけにはいかなかった。私は問う。善を行う意志と決意はあるのに敗北してしまうこの人は、何を必要としているのか？


  彼にはさらなる道徳規範が必要なのか？さらに高い基準が必要なのか？もちろん、この哀れな人は今、自分が行っていることよりも善いことを知っている。そして、まさにここに道徳説教の弱点がある。それはこの哀れな罪人に向かって「善人たれ」と絶えず告げるが、善人になる方法については決して告げない。そして今日の講壇はほとんど、人々に「善人たれ」とは告げるがその方法については告げない。


  われわれは彼のもとに十戒を携えて行って言う、「おや、パウロよ。あなたにとって何が問題なのか私にはわかりません。善を行えないとあなたは述べていますが、あなたは取り乱しているように思われます。ここに十戒があります」。そこで彼は言う、「しかし私は十戒を知っています。若い時からずっと十戒については知っていました。私の内なる人は十戒を喜んでいますが、私には十戒さえも守れないのです」。然り、律法は彼を助けられない。律法は「あなたは……しなければならない」「あなたは……してはならない」と告げるが、人の力や能力に何も加えない。いっさい何も加えない。それでは、彼には何が必要なのか？


  道徳規範ではなく、力である


  この人には、その生活の中に超人的霊性を実現させる超人的力が必要である。さて、だれかがキリスト教に反対して「キリスト教の道徳的要求は人の性質にとって高すぎる」と言う時、その人はまさにこの真理を見いだし始めたのである。クリスチャンの十人中八人が決して見いださない一つの真理を見いだし始めたのである。それはもともと人の性質にとって高すぎるものなのである。それは人の手の決して届かないところに置かれている。助けなき人の能力では決して届かないところに置かれている。もしそれがすべてなら、福音は聖人向けのものになっていただろうし、とにかく罪人にとっては絶望の使信となっていただろう。しかし、それがすべてではない。


  この超人的要求と共に、超人的力も用意されているのである。そして、パウロはそれを握った。彼はローマ七章の中にとどまらなかった。なぜなら、その意志が目覚めてその最高の力に達し、それでも事をなしえない時、その人は自己の終わりに達したからである。


  平安と勝利の状態にある


  ローマ七章から八章に移ると、ローマ七章のこの哀れな人が平安と勝利の状態にあることがわかる。今、彼の証しはいかなるものか？「キリスト・イエスにある命の霊の法則が罪と死の法則から私を解放しました」。


  新しい決意、新しい習慣ではないし、いっそう深く自己にしがみつくことや、いっそう祈ることでもない。ローマ七章の苦悩の中にある人が祈らないとでもあなたは思うのか？使徒パウロがローマ七章の中にあった時、きっと彼は昼も夜も神の前にひれ伏して祈ったにちがいない。もはや祈りや、あなたや私がなしうることや、パウロがなしえたことでもなく、神がなしうることである。


  救済策の存在


  内側からさらに努めることではなく、外側からの何かを内側に注入されること――これがパウロの言わんとしていることである。そして、「ああ、私はなんと哀れな人でしょう」と言いかけている時でも、霊的敗北のまさにその苦悩の中から、彼は自分の顔を上げて勝利の証しをする。なぜなら、彼は秘訣を見いだしたからである。彼は言う、「キリスト・イエスにある命の霊の法則が罪と死の法則から私を解放しました」（ロマ八・二）と。


  それゆえ、この人は後に、「私にとって生きることはキリストです」と書き記すことができた。あなたや私よりも彼のことを親密に知っていたピリピ人にそう書き送ることができた。「いま私が肉体にあって生きているその命を、私は神の御子の信仰によって生きます」と彼は、試練と試みの下にある彼を見ていたこれらのガラテヤ人に言うことができた。「私の努力、私の決意、私の誓いによってではなく、キリスト・イエスにある命の霊の力、権威、法則によります」。


  彼は意志の道筋では敗北したが、自分の内におられる御霊の力によって勝利する。超人的基準は超人的力によって達成される。パウロはその力を握った。それゆえ、勝利のローマ八章がある。それを神のすべての子らは経験することができる――絶えざる勝利、平安、力の生活を経験できるのである。


  



  四．明け渡された生活


  御言葉：「ですから子があなたたちを自由にするなら、あなたたちは確かに自由なのです。」ヨハ八・三六


  現在人々の間に最も広まっている一般的幻想は、自分たちは自由であるという考えである。隷属や束縛に関する非難ほど、迅速かつ熱烈な憤りを引き起こすものはない。自由な人は一人もいない。神に感謝すべきことに、数百万の人が解放の過程の中にあるが、まだ一人として完全には解放されていない。


  パウロはローマの隊長に、自分は自由人に生まれたと告げた。彼がこの言葉を用いた限られた意味では、それは真実だった。パウロはローマ市民だった。しかし、他のあらゆる重要な意味においては、この言葉は真実ではなかった。パウロ自身が真っ先にこれに同意するだろう。


  私たち全員と同じように、パウロは諸々の束縛を受け継いだ。何世紀もの間、あの神秘的な力である遺伝が、黙々と人目に触れないように、彼に対する諸々の束縛を備えてきた――霊、魂、体に対する諸々の束縛を備えてきた。この世に生まれるどの魂も、ある見えざる網の中へと生まれ落ちる。その網は、何世紀にもわたって、その魂のために編まれてきたものである。その網の目とは民族的性向、民族的慣習、家族的習慣、罪、公的宗教、そして言い伝えである。


  この節の御言葉を語った時、キリストが語りかけておられた人々のことを考えてみよ。「私たちはアブラハムの子孫であって、決してだれの奴隷にもなったことはありません」。われわれがわれわれの自由について誇る時にそうするように、彼らは十分誠実に語った。しかし、その当時、彼らは政治的・知的・宗教的束縛の中にあったのである。


  政治的に、彼らはカエサルからヘロデやピラトにまで至る独裁者たちの一団の束縛下にあった。道徳的に、彼らは民族的高ぶり、偏見、無知、罪、自己意志の奴隷だった。宗教的に、彼らは伝統主義、偏見、形式主義の奴隷だった。


  われわれは党派の奴隷である


  われわれの場合はましなのだろうか？そんなことはほとんどない。理論的には、われわれは政治的に自由である。実際には、われわれは党派、党員集会、実力者の奴隷である。私の政治的信条を形成する権利を党大会の手に渡す瞬間、私はもはや絶対的に自由ではなくなる。道徳や宗教に関する私の意見、私の信念を他の人々から人づてに受け取る時、彼らが今日の人々、宗教改革期の人々、初代教会公会議の人々であろうとなかろうと、私はもはや自由ではなくなる。ある習慣が私の生活を支配するのを許す時、私はもはや自由ではなくなる。高ぶり、虚栄、野心、享楽が私の生活を支配するのを許す時、私は奴隷の中で最も卑しい者になる。私は自分では罪をやめないしやめることもできないが、まさにこの事実が私は奴隷であると宣告する。イエス・キリストは奴隷たちの世に来てくださった。


  解放者キリスト


  興味深いことに、地上における彼の使命に関する彼の最初の公式宣言は、生活のまさにこの点に触れるものだった。ナザレのシナゴーグの中で、預言者イザヤの書が彼に手渡された。そして、「主の霊がわたしの上におられる。なぜなら、彼はわたしに油を塗って、虜にされている者たちに解放を（中略）告げるようにされたからである」と記されている個所を彼は見つけられた。


  彼は罪に対するわれわれの隷属から開始される。そしてここで彼は最初の困難に遭遇される。彼が解放しようとしている人は奴隷であるだけでなく、有罪宣告を受けた奴隷でもあるのである。その人は売り飛ばされる奴隷だが、首には絞首索が巻かれている。誰がこの人を贖うのか？否、むしろ、「誰がこの人を贖えるのか？」と言った方がいいだろう。その人の兄弟ではない。なぜなら、彼もまた首に絞首索が巻かれている奴隷だからである。「この奴隷、この人のための代価は何か？」。どの人に対しても一つの代価しかない。


  この奴隷たちを贖おうとする者はだれでも、彼らの代わりに死ななければならない。明らかに、一度も罪を犯したことのない者、完全に自由な者だけが、身代わりとして受け入れてもらえる。これらの必要条件を満たした存在は、これまで一人しか現れなかった――すなわち、イエス・キリストである。そして、まさにこの代価を支払うために、イエス・キリストはこの地上にやって来られたのである。彼自身の命、想像を絶する彼自身の苦難という犠牲を払って、彼は聖なる律法の要求を最後まで満たし、罪の奴隷たちを死から贖われる。


  彼らは律法の呪いから自由になったのか？然り。罪の習慣からはどうか？否である。


  次に、この偉大な贖いの諸々の過程が始まる。これらの過程は内なる生活の領域の中で進行する。その目的は性格を変容させ、罪の支配から完全に解放することである。


  解放の過程


  それは恐れを完全に取り除くことから始まる。信者は「あなたは律法、すなわち、あなたが自分で義なる行いができるかどうかを見るための審査体系の下にあるのではなく、恵み、すなわち、神の内なる働きの体系の下にあります。恵みは、律法が要求したけれども人には決して到達できなかった義を生み出します」と告げられる。


  信者は確信する。キリストが自分に永遠の命を与えてくださったこと、自分は決して滅びることはないことを。何ものも自分を握っている全能の御手の中から自分を奪えないことを。自分の内に善い業を始めてくださった方は、キリストの日までにそれを完成させてくださることを。自分の諸々の罪に関しては、それらは拭い去られ、神の後ろに投げ捨てられ、海の深みの中に埋められ、赦され、忘れ去られたことを。これは必要な最初の御業である。なぜなら、恐れの束縛の下にある者は、実際には自由ではないからである。


  次に、恵みは信者に内住の聖霊を分与する。


  外からのあらゆる攻撃にさらされ、そして、内からのあらゆる卑しい衝動の奴隷だったその性質の中に、今や全能者が宿るようになる。この内住する御方の力により、信者は罪を犯さざるをえない恐るべき必然性――その下で贖われていない命はみなうめいているのである――から自由にされる。どんなクリスチャンも罪を犯す必要はない。もし彼が外からの教唆や、内からのいっそう巧妙な提案に屈するなら、それは彼が意図的に、あるいは不用意に、そうすることを選択したせいである。御霊は罪の力を打ち破るために臨在しておられるのである。


  恵みと新たな関係についての霊感


  次に、恵みは新しくされた生活を偉大な関係の刺激と霊感の下に置く。信者は赦された罪人であるだけでなく、神の子供である。これは新生による。天然的誕生が肉体の領域で実際のものであるのと同じように、新生は霊の領域で実際のものである。信者は神の子である。それは遥か昔の創造という事実によるのではなく、神聖な誕生という直接的・個人的事実による。信者はもはや自分の祖先を神からアダムを経由して辿らない。むしろ、アダムがそうだったように、介在する祖先のない神の子なのである。


  これは信者を数々の素晴らしい特権へと導く、と信者は教わる。その特権とは御父に近づく権利、御父と交わる権利である。キリストは彼を「兄弟」と呼ぶことを恥とされない。彼は万事においてキリストと共同の相続人とされており、来るべき王国でキリストの力と栄光にあずかる運命にある。


  恵みは信者に祭司と王という偉大な職務を与える。


  祭司として信者は神礼拝の古い形式主義から解放されて、「イエスの血により至聖所の中に入り」、時や場所を顧慮することなく、「イエス・キリストを通して神に受け入れられる霊のいけにえ」をささげる。


  儀式尊重主義から解放された信者の礼拝は、子が御父を崇める行為である。御父の聖さ、慈愛、力は無限だが、それにもかかわらず、彼は神であるがゆえに父である。そして、この祭司職は必然的にとりなしの特権を担うことになる。この信者・祭司は、自分たちのために祈らない神の家族の外の者たちのために祈る。彼はキリストのように、御父の御前で、不信の世の仲裁者であり想起者である。


  恵みは信者に告げる。自分自身の体の肢体が自分と結合されているのと同じように、信者はキリストとしっかりと結合されているのである。「一つ御霊により、私たちはみな一つからだの中へとバプテスマされました」。「主に結合される者は一つ霊です」。


  真の自由とは何か


  しかし、キリスト者の自由は無政府状態――それは自己意志の反乱にほかならない――ではない。むしろ、父なる神と堅く結ばれて、御子なるキリストとしっかりと一つになるべきである。聖霊の優しい支配に全く明け渡して、人の意志が神の意志に融合されるほどでなければならない。そして、神ご自身の絶対的に自由な主権的御旨と一つにされなければならない。神は御旨のままになさるが、神の御旨は常に絶対的に正しくて絶対的に慈悲深いことをなすことである。


  しかし、こうしたいっさいのことにおいて、信者の個性が損なわれることはない。むしろ、この個性は高められて、愛らしいものをすべて愛する熱烈な愛という神聖な水準に達するのである。


  それは従順であるが、新契約の下での従順である。新契約では、母親の愛のように、律法は心の中に記される。母親は、自分の子供の誕生によって自分の最も深い部分に生じたあの責務に従うことに、最高の喜びを見いだす。


  真に正直な人で、盗みに対する法律に束縛を感じる人はいない。その人が正直なのは、法令集に印刷されている文章のためではなく、自分の心に記されていることのためである。その法令が撤廃されても、彼は依然として正直なままだろう。そしてそれゆえ、彼は完全に自由なのである。この内面的働きがなければ、人に対していかなる外面的働きをしたとしても、その人は自由にならないし、自由になれない。有罪判決を受けた犯罪者に恩赦を施しても、その人は自由人にならない。彼は依然として自分の犯罪的願望の奴隷である。しかし、彼が誠実さ、実直さ、高潔さと恋に落ちるとき、彼は自由になる。こうした変容をすべて、恵みは贖われた心の内になすのである。


  人生の新しい理想


  次に恵みは、新しい高く上げられた諸々の理想の力により、変容的働きをする。人生に関する観念がすっかり変わってしまう。昔の束縛の下では、人生は人が自分のために適切に使える所有物と思われていた。新しい理想の下では、人生は尊いものである。なぜなら、人生を他の人々の幸いのために用いることができるからである。


  キリストにある新しい人は、自分の人生の新しい理想として、キリストの犠牲の法則を受け入れた。彼は心からキリストの公式を採用する。


  
    ――「人の子が来たのは仕えられるためではなく仕えるためであり、自分の命を多くの者のための贖いとして与えるためです。」


    ――「自分の命を救う者はそれを失い、自分の命をわたしのために失う者はそれを見いだします。」


    ――「一粒の麦が地に落ちて死ななければ、それは一粒のままです。しかし、死ねば多くの実を結びます。」
  


  「これにより初めて高貴な人生を送ることができる」という確信の下で、心から受け入れられたこのような理想は、自己に対する以前の隷属からの解放に向けて働く。多くの失敗があったとしても、また、時として歩みが停滞したとしても、このような理想を追い求めるなら、それは変容をもたらす。


  それを受け入れる人は、宇宙に向かって独立宣言を発したのである。彼は以前の懇願や懇請から自由である。それらの懇願や懇請が彼に対して力を持っていたのは、自己という神への以前の恐ろしい奉仕に対して何かを約束してくれるように思われたからである。花嫁は自己を高めることや自己を喜ばせることをもはやせず、嘆願するのをやめてしまった。嘆願することは、謙遜と恋に落ちたその心をただ痛めるだけである。


  永遠に関するビジョン


  次に、恵みは永遠の事柄に関するビジョンで魅了・魅惑する。パウロは万物を二つの部類に分けている。見えるものと見えないものである。そして彼は「見えるものには一時的であるという致命的欠点があるが、見えないものには永遠に続くという無限の価値がある」と告げる。これを信じているので、キリストにある新しい人は見えるものを軽んじる。


  見えるものは人生の本質ではなく、人生のたんなる出来事になる。


  この世のものを彼はたくさん持っているかもしれないが、彼が喜ぶのはそれらを他の人々の生活を豊かにするために用いることができるからである。あるいは、彼は少なく集めるかもしれないが、それでも彼が喜ぶのは、莫大な持ち物を正しく用いる責任が自分にはないからである。彼の真の嗣業は天にある。そしてこのようなあらゆる境遇の中で、またそれを通して、御子は彼を自由にされるのである。


  御霊の中を歩む主の自由人は、次の勧めに気をつけさえすればいい。「ですから、キリストがあなたたちを解放してくださったその自由の中に堅く立ちなさい。二度と束縛のくびきに巻き込まれてはなりません」。


  



  五．より広大なクリスチャン生活


  御言葉：「主はまた私を広い場所に連れ出された。」（詩十八・十九）


  この御言葉が示しているのは約束ではなく証しであることに注意せよ。


  神は実際にはこれをダビデのために行われた。彼は牧童だった。目立たぬ者であり、彼自身の能力を総動員しても鈍感でしかなかった。若い田舎者のちっぽけな事柄やちっぽけな考えに閉じ込められていた。その後、神が彼の人生の中に働き始められた。神は偉大な数々の約束で彼を刺激し、彼を大冒険に導き、逆境というハンマーで彼を打ち叩かれた。そしてついに彼という粗い鉱石は鍛え上げられた鋼へと変えられた。しかしその間ずっと、神は枷を打ち砕き、捕獲網を引き裂き、彼の魂の翼を高く上げ、神の息吹で彼を満たし、彼を拡張・拡大・解放しておられた。そしてついに、自分は自由人であって広い場所にいることを、ダビデは自覚するようになったのである。


  彼は頭を上げ、強靭な若々しい腕を広げ、自由で広大な空気を深呼吸してその胸を膨らませつつ立つことができた。彼はこの宇宙の中でくつろいでいた。繰り返すが、ダビデはここで証ししているのであって、理論を立てているのではない。彼はこれがそうであることを見いだしたのである。これについて私は「真のクリスチャン生活は広大な生活である」と述べよう。


  真のクリスチャン生活は広大な生活である


  神抜きで生きている人々は、小さな狭い場所で生きている人々である。人々の間に流布している嘘の中で、「クリスチャン生活は偏狭な生活であり、神の御旨に従わない生活は高尚で自由な生活である」という嘘ほど不謹慎なものはない。


  私は信じているが、われわれはみな自由を熱烈に愛している。可能性を求めている。拡大・拡張できる場所を欲している。今日のとても多くの若者は、神の御旨の中に入ることは窮屈さの中に入ることであるという幻想を抱いている。それはサタンの嘘である。しかし、悪魔を責めすぎないようにしようではないか。これほど多くの神の民が「宗教」を貧弱な消極的代物、すなわち、禁令と外面的遵守の体系にしていなければ、悪魔は決して自分の嘘を信じ込ませることはできなかっただろう。


  猛烈に――この意味で――「宗教的」な人々に向かって、キリストは「ですから、子があなたたちを自由にするなら、あなたたちは確かに自由なのです」という偉大な御言葉を語られた。彼が来たのは、罪の虜だけでなく形式主義の虜にも解放を宣べ伝えるためだった。この福音は一つの召しであり、狭量さ、偏狭さ、無意味な事柄から連れ出して、広大かつ壮大な大思想や力、無限の可能性という広大な地平線へともたらす。


  今、神のすべての子供についてこう言える。すなわち、神の子供はみな広い場所に連れ出されたのである。不幸なことに、多くの人がこの広い場所で窮屈な生活を送り続けている。自由なのにそれを知らないのは、言語を絶する悲劇・惨状であるように私には思われる。年老いた囚人が解放されて、それなのに再び昔の牢獄に戻ることを求めて泣いているのを、連想してしまうのである。


  環境はこれを狭められない


  ここで、至極もっともな反論の機先を制することを許してもらいたい。あなたたちはこう言うだろう、「私は無名の者です。神は私を窮屈な環境の中に、所定のささやかな義務の中に置かれました。私は農場で暮らしています。私は村で暮らしています。私は工場で労苦しています。私は革や木を機械に送り込む単調な仕事をしており、それらを二度と目にすることはありません。私は耕作をしています、私は鋤で掘っています、私はヤード単位で布を売っています、私は鍋や皿を売っています。鍋を洗う大々的で見事な方法を私は何も知りません。私は小さな地区の学校を預かっています。私は自分の仕事に専念しなければなりません。私の背は曲がり、私の筋肉は硬くて痛んでいます。私は喜びに満ちた若いダビデではありません。ダビデは主から油塗られ、自由に行き来し、不滅の歌を歌い、人々を治めることができました」。


  忍耐深い、親愛なる心よ、これを聞け


  イエス・キリストはナザレで三十年生活されたが、ナザレがご自分の人生の大きさを決めるのを決して許されなかった。あなたは少年の彼が母親を助け、赤ん坊を抱き、泉から水を、店から麦わらを取って来るのを思い浮かべるかもしれない。彼はくびきを造られた。私が思うに、彼は大きな鉄の機械で大量生産したのではなく、一つ一つ、農夫の肩――広い肩や狭い肩、猫背の肩や真っすぐな肩――に合うように、忍耐強く造られたことだろう。三十年、彼はそこで生活された。そしてそこで、この世界がかつて目にしたことのない最高に素晴らしい人格が成熟に達したのである。


  御霊によるバプテスマによって力が加えられ、苦難によって同情心が完成された。しかし、かつて生きた人の中で最も偉大で自由なこの人は、ある日、自分の大工道具を捨て、ヨハネのバプテスマを受けるためにヨルダンに歩いて下って行かれた。


  その秘訣があなたにはわからないだろうか？ナザレがその小ささを自分に課すのを、彼は決して許されなかったのである。いかなる人種的制約、環境的制約、性格的制約も受けないこの人は、パンのために労する一村民だったのである。


  私たちの多くは、素晴らしい世界に生きて、素晴らしい取引の一翼を担う役割を与えられていない。われわれの生活はささやかな配慮や義務の繰り返しである。しかし、イエス・キリストはわれわれの環境よりもさらに狭い環境の中で生活された。新聞、電信、鉄道、蒸気船は、私たちの中の最も遠くの者にも、贈物を届けてくれる。


  ――ホメロスは一切れのパンの耳のために、貧困の中、感謝されることなく、戸口から戸口へと、その不滅の歌を唱えて回った。


  ――ミルトンは肉体的には盲目だったが、霊の中では過去のパラダイスから将来のパラダイスにまで及んだ。


  ――ダンテは流浪の身で、ある小さな中世の町にいたとき、「他人の階段の険しさと他人のパンのしょっぱさ」を学んだが、天と地獄の深淵を理解していた。


  「しかし、私たちはホメロスや、ミルトンや、ダンテではありません」とあなたは言うのか？


  神に感謝せよ！私はミルトンの名声よりも私の二つの目を、ダンテの流浪よりも私自身の素晴らしい故郷を、ホメロスの放浪よりも私の慎ましい家を選ぶ。しかし確かに、われわれの魂には飛翔する力がある。その翼は、ダンテの途方もない螺旋は描けなくても、どこかの上空をある程度の距離羽ばたくことはできるのである。


  われわれが何をなすかではなく、われわれが何者であるのかが人生の大きさを決める


  ラコルデールは言う、「王が紫色の細い亜麻布の衣を着てわれわれの通りを通るかもしれないが、その思いが卑しくて低劣なため、彼は卑しい低劣な人かもしれない。また、汚い衣服を着た貧者がそこを通るかもしれないが、その思惟が高尚で偉大なため、彼は偉大な人かもしれない」と。


  これはそのとおりである。状況が人生を壮大にするのではない。人々は時として小さな場所で大事をなす。また、他の人々は大きな場所で小事をなす。もしわれわれが偉人たちと同類の者なら、われわれはいつの日かその種族の者として知られるようになるだろう。


  ある素朴なアメリカ人の詩人がこれを「無言」という詩にした。三人の人――作家、音楽家、建築家――が、日毎のパンを求めて日々労しつつ、重い足取りで人生を歩んでいた。作家は無言のうちに感じる叙事詩を決して記さなかった。音楽家は自分の魂の中に鳴り響くオラトリオを決して作曲しなかった。建築家は建築可能だと感じる大聖堂の代わりに木の家々を建てた。その後、彼らは死んだ。そして、三人の人が彼らに挨拶した。その三人とはホメロス、モーツァルト、ミケランジェロである！


  
    この死せる音楽家の魂は進んで行った


    陰鬱な暗闇の中へと――


    喜びの声が遠くの雲に響いた――


    モーツァルトの仲間への挨拶である


    彼はこの音楽家を自分と同等の者と讃えた。


    「人々は知っている」と彼は言った。「あの最高の音楽を。


    この沈黙している人に取り憑いているあの無言の音楽を」。
  


  そうである。無名で、貧しく、無視された、自己否定と痛みの生活の多くは、本質的に偉大なのである。それは、偉大な事柄――神に属する事柄――との交わりのうちに営まれているからである。そのような人は待つことができる。


  これが選民である。しかし、その運命に達するのはまだ先である。


  
    静かに、私は腕を組んで待つ、


    風や、潮流や、波を気にしたりしない。


    私はもはや時や定めに向かってわめきたてない、


    なぜなら、見よ、私の運命は私に必ず臨むから。


    


    私は自分のせっかちさを抑えて、ゆっくりと進む。


    なぜなら、こんなに急いで何の益があるのか？


    私は永遠の道のただ中に立つ、


    私の運命は私の顔を必ず見分けるだろう。


    


    昼夜、寝起きするあいだ、


    私が求める友人たちは私を探している。


    風が私の帆船をさ迷わせることは決してなく、


    潮流が運命を変えることも決してない。


    


    私が孤立しているから何だというのか？


    私は来るべき歳月を喜びつつ待つ。


    私の心は蒔いた所で刈り取る、


    そしてその涙の成果を蓄える。


    


    雨水は自分の目的地を知っており、


    向こうの高所に湧き出る小川を生じさせる。


    それと同じように善もまた、


    純粋に喜んでいるこの魂の中に流れ込む。


    


    星々は夜毎に空に現れ、


    高波は海に現れる。


    時も、波も、深いものも、高いものも、


    私の運命を私から遠ざけることはできない。
  


  より広大な生活の秘訣


  さて、「一体、このより広大なクリスチャン生活をどのように送ればいいのでしょう？」とあなたが私に尋ねるなら、私は大胆に三つの提案をしよう。


  １．先取りによる放棄というこの偉大な法則の下にあなたの生活を置け。偉大なものと共にあることにより、卑小なものを放棄せよ。キリストの中に卑しいもののための余地はない。ささやかな配慮、苦役、義務をキリストは拒絶された、ということではない。彼はそれらを受け入れて、それらを行う喜びに満たされていたのである。


  ２．偉大な真理を自覚しつつ、クリスチャン生活を送れ。イエス・キリストを信じる信仰により、あなたは神の子供であり相続人である。日毎に、「私は神の子供です」と言え。神聖な子たる身分と神聖な交わりとを自覚することによって高められたこの生活が、環境によって狭められて矮小化されるのを、私は拒否する。


  「このより広大なクリスチャン生活は環境とは無関係である」。


  かつて、一人の落ちぶれた人が私の家にぶらりとやって来た。彼はある主要な日刊紙の編集者であり、素晴らしい才能を持つ人だった。それは過去の話であり、少しずつ、彼は飲酒の習慣に陥っていき、それによって生き地獄の中に引きずり込まれていった。「男らしくせよ」と私は彼に言えなかった。彼には男らしさが全くなかったのである。


  それに優る福音を私は持っていた。私は彼に言った、「あなたは再生してもらえます。神聖な性質にあずかる者、神の子・相続者になることができます」。彼はひざまずいて、「私の神よ」と叫んだ。「私のような犬ころでも神の子になれるのでしょうか？」。そして彼は自分の心を注ぎ出して、自分自身をキリストにささげた。彼の一変した顔を私は決して忘れないだろう。また、彼が私の手を取って「私は神の子です」と言った時の、ただならぬ威厳と高貴さを私は決して忘れないだろう。


  晴れた夜空の星々の下に出て、あなたの地位を見よ。この星々はあなたのものであり、キリストのものである。知れ、あなたは神の子供として、考えうるいかなる地位よりも高いのである。鍋洗いや、耕作や、刈り取りを入念にしなくなるのではなく、王や王女のように、それらを堂々と行うようになるのである。あなたは神の家族に属していることを覚えよ。


  ある貧しい聖徒が、見知らぬ土地の非常に貴族的な教会に行った。「私が思うに」と案内人は疑わしそうに言った。「あなたのことは存じておりません」。貧しい聖徒は「あなたは主イエス・キリストをご存じですか？」と尋ねた。「ああ、存じております」。「それなら」とこの貧しい人は言った。「私は彼の貧しい兄弟です」。


  ３．キリストの働きに不可欠な者となれ


  「畑は世界です」。あなたの畑は世界である。あなたの思いを世界大に保て。あなたの心が中国、アフリカ、中央アメリカにあり、またそこでの働きと共にあるなら、たまたまあなたの体がどこにあったとしても、それはまさにあなたがそこにいるのと同じである。


  クリーブランドの学生ボランティア大会で、学生たちはカーレーの靴修理用の金槌を展示した。それはタワーにある王冠の宝石よりも見ものだった。キリスト教国のいかなる王杖も、この金槌ほど尊くはない。それはまるでナザレの店から来たかのようだった。カーレーはその金槌で農民の靴に鋲くぎを打ったのである。しっかりと上手に打ったのである。しかし、人が彼について思う時、彼の靴屋の窮屈な壁は消え、その慎ましい長椅子は王座の様相に変わる。そして、刺し通された御手が彼の頭に義の冠をかぶせるのが見えるのである。


  なぜなら、自分の日々の仕事に取り組むこの靴屋は、諸々の暗黒大陸を慕い、祈りの中で世界を神のもとに高く上げたからである。


  



  六．御霊に支配された生活


  御言葉：「わたしが与える水から飲む者はだれでも、決して渇くことはない。そして、わたしが彼に与える水は、彼の内で水の泉となり、永遠の命へと湧き出るのである。」（ヨハ四・十四）


  聖霊と信者の内なる生活について考えることにしよう。内なる生活が存在する。あまりにも深遠で、確かに内的なものであるため、神とわれわれ自身しか知らない内なる生活が存在する。その生活の深遠さは、最も親しい友人にすら決して告げられない。そこでわれわれは敗北するし、あるいは勝利する――そこには言葉にできない心の動揺や心の痛みがある――われわれにできるのは神の御前でそれらを抱えて生きることだけである。われわれの弱さを助けてくださる御霊は、言葉にできないうめきをもって、われわれのためにとりなすことができる。


  今、信者に内住しておられる聖霊について考えることにする。


  内側に湧き上がる泉


  これはなんと素晴らしい象徴であることか！それは、他のすべての教えとはなんと異なっており、霊の命の絶えざる更新について物語っていることか。ヤコブの井戸との比較をあなたはご存じだろう。ヤコブの井戸はとても深く、そこから水を汲むには労力が必要だった。われわれの主が女にこの生ける水――この水はその井戸の底にあるものではなく湧き上がるものだった――について語られた時、彼女は「あなたはどこでその水を手に入れられるのですか？あなたは汲む物をお持ちにならず、しかも井戸は深いのです」と尋ねた。


  これはなんという対比であり、平均的クリスチャン生活の絵図だろう！


  われわれは仮にもクリスチャンであるからには、何とかやっていかなければならない。曲がりなりにもその日を乗り切らなければならない。しかし、それはまさに、ヤコブの井戸から労苦して水を汲むこの貧しい女のようである。われわれは一度に少ししか水を汲めない。われわれの中には「自分には汲む物がなく、霊的であるには絶え間ない努力が必要である」と感じている者もいる。それに対して、われわれの主はこの泉の絵図を示しておられる。この泉は自らの素晴らしい力で湧き上がり、その水晶のような奔流を澄んだ空気に放ち、その奔流は陽光の中で踊り煌めく。その後、流れ去り、陽光のキスを受けて再び群青色になる。


  さて、クリスチャン生活、キリストが思い描いておられる真の霊的生活は、その内にその源を持っていて、その新鮮さと活力と力が新たにされる生活である。その源は湧き上がる泉であり、この泉はさらに高い源――それが下るのは再び上るためである――から絶えず供給を受けている。


  ここに、「干上がるのではないか」と半ば恐れている谷間の小さな泉がある。しかし、それが湧き出ている山は言う、「あなたが干上がることはありません。私が常にあなたの豊かさを新しくしているからです」。


  これは平均的生活に対するなんという対比だろう！ここに豊かな神の力があり、神の全能の御霊がおられる。御霊はわれわれの内に住まわれるだけでなく、信者の内で生き生きとした生命力――それは常に新しく、御霊ご自身がその無尽蔵の源である――になることを願っておられる。


  さて、われわれのクリスチャン生活はこうだろうか？それとも、われわれの背中が痛むようになるまで、軋る巻き上げ機で、ヤコブの井戸から苦労して水を汲まなければならないのだろうか？これは対照的である。


  それ自身よりも高い源


  また、その流入口を開いておかなければならないし、流出口も開いておかなければならない。


  クリスチャンが御霊に対して犯す二つの罪がある。われわれは御霊を悲しませるおそれがあり、御霊を悲しませるものについて教わっている。「神の聖霊を悲しませてはいけません。この御方によってあなたたちは贖いの日へと至るように証印を押されています。苦々しさ、憤怒、怒り、叫び、悪口を、あらゆる悪意と共に、ことごとく捨て去ろうではありませんか」。


  今あなたは、自分の心の中に、だれかに対する苦々しい感情を少しでも許しているだろうか？苦々しさ！憤怒！怒り！おそらく、われわれはそれについてあまり気にしないかもしれない。「主はご存じです。私は生まれつき短気であり、そのような気質なのです。それはほんの一瞬で、すぐに済むではありませんか」とわれわれは言う。おそらく、あなたにとってはそれで済むかもしれないが、あなたが傷つけた心にとってはそれで済むだろうか？怒り！悪意！妬み！ああ、私の友よ、われわれが自分自身の内に許容し、擁護し、保つ、これらの事柄はみな、流入口を詰まらせて泉の噴出を妨げる石にほかならない。


  それから、御霊を消してはならない、とわれわれは教わっている。御霊に「否」と言ってはならない。御霊にご自身の道を歩んでもらえ。御霊が「祈りなさい、仕えなさい、与えなさい」と仰せられる時に「否」と言うなら、流出口は詰まり、泉は流れなくなる。


  少しばかりの提案


  ヤコブの井戸に関するあなたの経験は、あなたの内に泉がない証拠である、と思ってはならない。言い換えると、もしあなたが主イエス・キリストを信じている信者なら、あなたの内に御霊はおられない、と思ってはならない。主イエス・キリストの信者一人一人の内に聖霊は住んでおられる。あなたは聖霊のためにとりなす必要も、聖霊を求める必要もない。自分がすでに聖霊を持っている事実に注意を払いさえすればよいのである。「それとも」とパウロは第一コリントの六章で言う。「あなたたちの体は、あなたたちの内におられる聖霊の宮であることを知らないのですか？この聖霊はあなたたちが神から受けたものであって、あなたたちは自分自身のものではないのです」。使徒がここで話しかけているのは、「肉的」であると彼が描写したばかりの人々であることを思い出せ――彼らは人間の指導者の後を追いかけており――キリストにある赤子だった。この人々に向かって彼は言う、「それとも、あなたたちの体は、あなたたちの内におられる聖霊の宮であることを知らないのですか？この聖霊はあなたたちが神から受けたものであって、あなたたちは自分自身のものではないのです」。


  さて、この事実を、感覚を待たずに、信仰によって受け入れる時、あなたはさらに優ったものに向かって大きな一歩を踏み出したことになる。神の聖霊があなたの死すべき体の中に住んでおられることをあなたが真に信じるとき、人生の変容が始まるのである。


  この湧き上がる泉の効力


  第一に、御霊が信者の内に住まわれるのは、古い自己の命に対する勝利を与えるためである。より強力な力が入って来て、古い邪悪な肉の命がそこにある一方で、全能の力がそれを死の立場に保ってくれるので、われわれはその支配から逃れることができる。良い決意や、律法を守ろうともがくことによってではなく、内側の神の力によってであり、われわれは自分の全存在をこの神の力に明け渡したのである。ああ、ジョン・ニュートンが述べた「私は法王に関する多くの話を耳にするが、私を最も悩ます法王は法王ジョン・ニュートンである」という言葉は、深遠な真理である。今、神の御霊がそこにおられて、治め、支配し、この自己の命を死の立場に保ってくださる。そして、われわれが御霊の中を歩む時、御霊はわれわれに勝利を与えてくださる。


  第二に、彼がそこにおられるのはキリストに関する事柄を現実のものとするためである。「彼はわたしから受けて、それをあなたたちに示します」という約束のとおりである。さて、これはキリストに関する事柄を「展示する」ことではなく、それをわれわれに対して「実際のものとする」ことを意味する。


  第三に、彼がここにおられるのは、父なる神をあなたに対して現実のものとするためである。神があなたの父であるのは聖霊によることを、あなたは理解する。そしてあなたが神に祈る時、あなたは創造者に、地の基を据えて諸々の惑星を軌道に保っておられる御方に祈るだけでなく、天におられるあなたの父に祈るのである。そして、必要を抱えて、助けと助言を求めつつ、あなたの地上の父のもとに行くのと全く同じように、あなたはあなたの天の父の御許に行けるのである。こうして、子たる身分の霊があなたの内に住んでおられるので、あなたは父なる神を理解する。さらに御霊は、われわれがキリストにあって持っている一つ一つの祝福を手に取って、われわれに所有させてくださる。彼が悲しんだり、消されたりしていない時、彼はこれを行っておられる。これが御霊の中にある生活である。


  それから御霊は、われわれが自分の生活の中で何とかしなければならない問題や困難を引き受けて、われわれのために神の御旨にしたがって解決してくださる。そのため、外側の生活は自然に内なる生活の表現となる。この内なる生活は純粋で、清く、高潔なものであり、愛と優しさに満ち、全人類を愛のまなざしで見渡し、助けの手を差し伸べて蹂躙・抑圧されている人々を立ち上がらせるための機会をうかがっているのである。


  この問題は自己の努力にあるのでも、ヤコブの井戸から労苦して水を汲むことにあるのでもない――そうすることは律法に戻ることである。使徒が言うところの「この世の貧弱な要素」に戻ることである。幼稚な事柄に戻ることである――神がわれわれのために持っておられる満ち満ちた豊かさに向かって前進することではない。今から後、あなたはどちらを選ぶのか？湧き上がる泉だろうか、それともヤコブの井戸だろうか？


  



  七．喜ばしい生活


  御言葉：「それはわたしの喜びが彼らの内に満ち溢れるためです。」（ヨハ十七・十三）


  ここに二つの単純な考えが示されている――イエス・キリストは喜びに満ちておられることと、われわれはこの喜びにあずかる特権を与えられており、ついにはわれわれも満たされることである。


  享楽、幸福、喜ばしさ


  「この世の多くの人々は、陽気でいられれば満足なのであり、享楽に優るものを人生に何も求めていない」と言っても酷ではない。彼らはこの世の重荷、悲しみ、心配から遠ざかって、束の間の冗談でその苦悩を忘れられれば、満足なのである。人生に享楽はつきものだが、享楽は決して高貴な人生の目的ではない。


  私は信じているが、遥かに多くの人はこれよりも良いものを求めている。それは幸福である。


  幸福は享楽よりも無限に高度なものであり、ご自分の子らが幸福であることを願う神の願いが聖書の中に豊かに啓示されている。八福の教えは幸福になるための教えである。


  しかしこの御言葉は、幸福に優るものについて述べている。それは喜ばしさである。


  喜ばしさは、この言葉の聖書的意味によると、溢れ流れる幸福として定義される。個人的満足のためだけでは使い切れない満ち満ちた幸福、全く生き生きとしている輝かしい幸福である。周囲を山々で守られている静かな湖畔に幸福をなぞらえるなら、喜ばしさは溢れ流れる川の奔流のようなものである。


  それゆえ最初に、悲しみや苦痛を克服するこの三つのものに心を留めると助けになるかもしれない。享楽は自己のためであり、自己に尽きる。幸福はさらに深遠で高貴なものであり、喜ばしさは溢れ流れる幸福である。


  イエス・キリストの喜び


  まず第一に、イエスはご自身の喜びについて述べておられる。


  さて、われわれは常々、イエス・キリストのことを喜びに満ちた御方として考えない。彼の顕現の遥か昔に、預言者イザヤは彼について、彼は「悲しみの人で痛みを知っていた」と述べた。そして、そのとおりだった。しかし、見よ。悲しみの人であって、憂鬱な人ではなかったのである。イエス・キリストのことを一生塞ぎ込んでいる方と考えることはできない。彼は苦悩しつつご自分の重荷に向かったのであり、ご自分の過ち――彼の王座は彼を否定し、彼の民は彼を拒絶し、彼が造った世界の中で貧しく卑しい者となったこと――で頭がいっぱいだった、と考えることはできない。


  一度だけ、ゲッセマネで、彼はご自身の悲しみについて述べられた。「わたしの魂はひどく悲しく、死ぬばかりです」。しかし常々、彼はご自身の喜びについて話された。それゆえ、これは彼の生涯の逆説である。「悲しみの人で痛みを知っていた」。しかし、彼はこれらの悲しみを、言わば力強い喜びという深い満ち溢れる潮流の上で担われたのである。この喜びは悲しみに優るものだったのである。


  この逆説――歓喜する喜びに満ちた悲しみの人――について理解するよう努めようではないか。


  十字架に近づけば近づくほど、イエスはますますご自身の喜びについて語られたことに、これまであなたは注意したことがあるだろうか？


  彼の務めの初期の頃、彼はご自身の喜びについてあまり証しされなかったことに気づく。私は信じているが、いわゆる「世間から好評を博した時期」は、一度もそうしておられない。その後、群衆が彼に群がり、まるで国をあげて彼を長く待ち望んだメシアとして実際に受け入れたかに思われた。しかし、彼が前進し続けて、カルバリに近づくにつれて、そして、この世の恥辱と悲しみと罪という重荷が恐るべき暗闇の中で彼の上に集結してのしかかり始めるにつれて、彼はますますご自身の喜びについて話されるようになった。そして、彼の締めくくりの勧告・教えでは、彼はご自身の存在を満たしている深い喜びについて絶えず言及しておられる。悲しみの潮流がまさに絶頂に達した時、喜びがそれを超えてせり上がり、それに勝利したように思われる。


  解決された逆説


  これについて熟考して、それを「確かに彼は私たちの痛みを負われたのであり、私たちの悲しみを担われたのだ」というイエス・キリストの悲しみに関する預言者の説明と結び付けるなら、われわれはこの逆説を解く寸前のところにあると思う。


  言い換えると（それはとても単純ではないだろうか？）、イエスは他者の悲しみを担うことを無上の喜びとされたのである。彼はこの世の悲しみや重荷を負わなければならなかったにもかかわらず喜びに満ちておられた、ということではない。彼はそれを担えたからこそ喜びに満ちておられたのである。それが彼の喜びの噴出口であり、まさに源だったのである。


  少しの間、痛みや悲しみについて考える時にわれわれ全員が感じる恐れから離れて、われわれ自身の魂の高貴な面に立つことにするなら、われわれはこれを想像できると思う。


  ――イエスのような存在は、そうできることを、言い尽くせない喜びをもって喜ばれるであろうことを、われわれは理解できる。


  ――罪と窮乏と欠乏と禍いを抱えたこの世と、山のような不法とを見下ろされた時、彼の心には次のことを知ってかぎりない喜びがあったであろうことを、われわれは理解できる。すなわち、しかるべき時に、彼は地上に下って、この言語を絶する咎を負い、十字架を通してそれを人から運び去るということである。


  ビクトル・ユゴーの偉大な物語の中のジャン・バルジャンが荷馬車の下で幸福だったのと同じである。それは彼をひどく傷つけたが、彼はそれを持ち上げて、下敷きになっていた老人からどかしたのである。それと同じように、そうするための代価だった痛みの中にも喜びがあったのである――それは身代わりの苦難の喜びである。人類の心を圧迫していたものをすべて担って、それを永遠に取り除く喜びである――これが主の喜びだったのである。


  結局のところ、哀れなこの世ですら、この真理の絵図となる高貴な事例をその中に見いだすのは容易であることがわかる。


  確かに、敵の槍の集中砲火を自分自身の胸に集めた時、ビンケルリートはこの喜びを感じたにちがいない。彼がそうしたのは彼の仲間が戦線を突破して、自由への道を拓くためだった。それらの槍が自分の心臓に殺到して自分の命が消え去るのを感じた時、彼の中には言いようのない喜びがあったにちがいない。それは苦難だったが、そのように死ぬのは喜ばしいことだったのである。


  すべての乗客の身が安全になるまで、たとえ自分自身の両手が焼け焦げても操舵輪を握りしめて、燃える船を岸辺に保った操舵手には、痛みよりも大きな喜びがあったにちがいないと思う。これはとても高度な類の喜びである。しかし、結局のところ、われわれはこれを理解できるのではないだろうか？


  沈み行く船の甲板に立って、最後のボートの自分の席を何の請求権もない貧しい密航者に譲り、自分が船と共に沈んで行くあいだ、彼が安全な所に移るのを見送った船長は、身代わりの苦難のこの喜びという水を大いに飲んだにちがいないと思う。


  救い主の喜びの源


  次に、主の喜びの別の源があった。彼は神の御旨の中で喜ばれた。少しの間、これについて考えてもらえないだろうか。われわれはこの世界にひとりぼっちで放置されているわけではない、ということはなんと喜ばしいことだろう！


  人は環境や偶然のなぐさみものではないこと、この世界にいる神の子供として、われわれの上を行き交うこれらすべての破壊的な力のただ中でも、われわれは孤児ではないことを知るのは、なんと喜ばしいことだろう。要するに、それらすべての上に、不可抗力な神の御旨があることを知るのは、なんと素晴らしいことだろう。諸々の事柄が神の子供たちに起きるのは「偶然」ではない。われわれは定められた道の上を進んでいるのである。そして、われわれの生活の諸々の喜びや悲しみは、すべて定められており、割り当てられているのであり、さらに優ったもののためにわれわれを成形・形成しているのである。神の御旨を忍耐して行う喜びと、他の人々が遭わない苦難に遭う喜び――ここにわれわれの主の喜びの永続的源がある。


  へブル書は喜びの別の源について告げる。それが十字架という究極的苦しみの中でわれわれの主を支えたのである――それは「ご自身の前に置かれた喜び」である。それは最終的完成の喜びである。ご自身の苦難の永遠の結果を見ることを期待する喜びである。苦しみの時、これがすべて彼と共にあって、彼を助けたのである。これをわれわれは見る必要がある。疑いなく、われわれはこの報償と天の収支勘定による励ましによって十分に生きていない。


  主の喜びが、われわれの喜びである


  少しの間、別の思想に向かうことにしよう――その人間的な面である。


  「それはわたしの喜びが彼らの内に満ち溢れるためです」。


  しかし、われわれはどのように主の喜びを得るのか？明らかに、非利己的な高みへの招きをこれは示しているのではないだろうか？主の喜びにあずかろうとするなら、われわれは主の喜びの源からそれにあずからなければならない。たとえそれが自分に対する悲しみと重荷を意味したとしても、他人の心から悲しみを、他人の生活から重荷を取り除くには、われわれは喜んでいなければならない。


  われわれは、失われている人が救われるのを、かつて学んだことがなかったほど喜ぶことを学ばなければならない。御言葉は、「一人の罪人が悔い改めるなら、神の御使いたちのあいだに喜び」があると述べている。


  われわれは「十人しか回心しなかった」と残念がるのをやめなければならない。そして、御使いたちのように、悔い改める一人の罪人のために喜ばなければならない。


  次にわれわれは自分の思いを将来に、天の安息に、天の活動と彼処での永遠の喜びに、もっと向けなければならない。繰り返すが、これは警鐘である。主の喜びを得るには何らかの代価が必要なのである。


  救いとその喜びは無代価の賜物である。しかし、主の喜びを得る唯一の方法は、主との交わりの中に入って人生に対する主の計画の中に入ることである。自分の容量内で、この世にあって主のものとなることである。主と共に苦難の喜びの中に、神の偉大で甘美な喜びの中に、来るべきものに対する待望の中に入ることである。


  隠者ピエールが十字軍を説きつつヨーロッパ中を巡ったのは、人類にとって大いなることだった。それは封建領主や騎士たちに「つまらない地域戦争をやめよ」と告げる呼びかけだった。「横柄な空しい生き方から、城の庭での論争や城の広間での宴会から離れ、出て行って非利己的なことをなせ」と告げる呼びかけだった。


  人間生活の悲しみや痛みは、恒久的十字軍への召しではないだろうか？人生を浪費するものから離れ、思いやりを持ち、有益な者になれ、と奮い立たせる呼びかけではないだろうか？また、この世の罪は、キリストご自身の偉大な救いの計画に基づいて地の果てまで出て行け、と告げる召しではないだろうか？これには何か大切な要素があるように私には思われる――われわれの高貴な面をとらえる要素、利己的享楽の卑しさからわれわれを解放し、引き上げて、われわれの主の苦難と又その言い尽くせない喜びに喜んであずかる者とする要素があるように思われるのである。


  



  八．真の聖別


  御言葉：「そして祭司たちは主の契約の箱をその場所へ、すなわち家の本殿の中へと、至聖所の中へと、ケルビムの翼の下に運び入れた。ケルビムはその二つの羽を箱の所の上に広げていたので、ケルビムは箱とその竿を上から覆った。そして彼らは竿を引き抜いたので、竿の端が本殿の前の聖所から見えていたが、外からは見えなかった。それらは今日に至るまでそこにある。箱の中には、二枚の石の板のほか何もなかった。これは、イスラエルの子らがエジプトの地から出て来て、主が彼らと契約を結ばれた時に、モーセがそこに納めたものである。そして、祭司たちが聖所から出て来た時、雲が主の家を満たした。」（一列八・六～十一）


  聖別に関する主題の学びを始めたいと思う。大抵の信者はこの主題について大いに誤解している、と私は信じている。聖別は神の行為だろうか、それとも人の行為だろうか？それは部分的に人の行為であり、部分的に神の行為なのだろうか？もしそうなら、聖別における人の役割は何か？


  疑いなく、この主題は重要であるとぼんやりと感じられる。今日の宗教論文はこの重要性を主張しており、クリスチャンたちが大会や大集会に集まるとき、「聖別集会」のための時を設けないのはごく稀である。そして事実、いわゆる「聖別」が多くなされている。キリスト教共励会は月例聖別集会を定めている。だから、ある意味、果てしない聖別の働きがなされているのである。


  果てしない聖別


  聖別に関して多くの祈りがなされており、それに関する多くの話がされている。また、それを行う方法にはとても多くの方針があり、結局のところ聖別が果たしてなされたのかどうかに関する疑いも多く存在する、と私は信じている。この疑いは、もちろん、とても多くの人々が絶えず自分自身を「再聖別」している事実によるものである。


  さて、聖別は何度も何度もすべきものなのだろうか？もしそうなら、われわれはそれを知らなければならない。「自分は常に聖別され続けている」と堅く確信できるようになるには、どの程度の頻度で聖別の行為を繰り返す必要があるのかを、われわれは知らなければならない。


  私はこの混乱に驚いている。なぜなら神は、言わば、われわれの学びのために題材を用意してくださっているからである。神は聖書の中に聖別に関する二つの偉大な予型的絵図を置いてくださったのである。


  二つの偉大な予型的絵図


  その一つは宮の聖別であり、もう一つは祭司の体系の聖別である。これらの型はどちらも、現経綸の信者であるわれわれに集中することがわかる。なぜなら、われわれは「宮」とも「祭司」とも呼ばれているからである。


  ――「なぜなら、あなたたちは生ける神の宮だからです。」（二コリ六・十六）


  ――「それとも、あなたたちの体は聖霊の宮であることを知らないのですか？」（一コリ六・十九）


  ――「あなたたちは選ばれた種族、王なる祭司の体系です。」（一ペテ二・九）


  ――「私たちを愛して、ご自身の血により私たちを私たちの罪から洗い、私たちを王とし、神のために祭司としてくださった方に」（黙一・五、六）


  宮は所有のためであり、神が住まわれる場所だった。祭司の体系は、神の奉仕のためだった。そしてその各々のために一つの行為――聖別――があった。聖別の行為が完成されるまで、シェキナは宮を所有しなかった。祭司もまた、祭司職に生まれついていたが、しかるべく聖別されないかぎり、奉仕に入れなかった。


  私の目的は、次に、聖別に関する宮の予型を学ぶことである。


  一．さて、まず第一に、この昔の予型的宮と、これらの生ける宮たち――それはわれわれである――との間に、なんと素晴らしい構造的類似性があるのかを考えよ。


  覚えておられるように、宮には三つの部分があった。外庭あるいは外側の囲いは、公開されていて目に見えるものであり、だれでも入ることができた。外庭の次に来る聖所は、外庭がいけにえのための通常の場所だったように、礼拝のための通常の場所だった。次に、聖所を開くと至聖所があり、大祭司――われわれの大祭司であるキリストの型である――だけがそこに入ることができ、神の臨在の栄光で満ちていた。


  全く同じように、生ける宮にも三つの部分がある――体は外側の目に見えるものであり、いけにえがささげられた外庭に対応している（キリストは「私たちの罪をご自身の身に負われた」ことを思い出せ）。魂または「心」は、愛情、願望、意志の座である（そして、それゆえ、礼拝の領域である。なぜなら、礼拝は愛して崇敬・賛美することだからである）。そして最後に、われわれにははっきりとはわからないが、何らかの形で魂ときわめて密接につながっているものの、それでもそれとは異なる霊がある。霊は人の最も高度な部分であり、理性、悟性、想像力の座である―― 一言で言うと精神である。そして、体が宮の外庭に、魂が聖所に対応しているように、これらの生ける宮たちの霊は至聖所に対応している。


  二．さて、引用聖句の節を思い出してほしい。この節は、それによって宮が聖別される行為について描写している。われわれの聖別が真の意味を持つには、それはいかにあるべきかを理解する助けを、この予型がどのようにしてくれるのかを見ることにしよう。


  思うに、私は何よりも、この行為の並々ならぬ単純さに感動する。


  祭司たちは契約の箱をただ至聖所に運び入れただけであり、その後しりぞいた。神があとのことを行われた。


  そして、この行為の意義はこの行為自体と同じように単純である。この箱は、おそらく、最も重要なものであり、キリストに関するすべての予型を最も内包するものだった。神がモーセに山上で諸々の模型を示された時、その第一のものは箱だった。とても現実的な意味で、幕屋はこの箱の周囲に建てられた。覆うケルビムと輝くシェキナの栄光とを伴うこの箱は、イスラエルの礼拝と奉仕の中心だった。


  シェキナの栄光


  イスラエルの恵みの座には、贖いの血が振り注がれた。そして宮が、人の面に関して、聖別されたのは、箱がその最も内側の部屋に設置された時だった。それと同じように、われわれが、一つの熟考された明確な行いにより、神だけの住まい・所有となるために、神に明け渡した時、われわれの全存在すなわち体・魂・霊は聖別されたのである。


  型である宮の幾つかの部分について考える時、進み出る方法だけでなく、その行為は確実に完了していることを、われわれは確かに知ることができる。聖別における神の役割について、われわれには何の懸念もない。神はご自身の役割を果たしてくださる、と安心して信頼できる。


  第一に、祭司たちが箱を運び入れた。神は御使いたちを遣わしてそうさせようとはされなかったし、超自然的手段によってそれを助けようとも決してされなかった。それは人の側に全くかかっている行為だった。それは、祭司たちの自発的な熟考された行いだった。


  第二。彼らは至聖所の中にそれを運び入れた。彼らは前庭で止まらなかったし、聖所でも止まらなかった。彼らは宮のどの部分も自分のものにしようとはしなかった。彼らは箱をその最も奥まった場所に、あの最も神秘的な部屋に運び入れた。その部屋は、金や高価な大理石、そして彫刻家の見事な作品により、美しい高級なものに造られていた――そこは高ぶりがきわめて容易に侵入しかねないところである――そこに彼らは箱を運び入れたのである。


  第三。彼らは竿を引き抜いた。これはとても素晴らしい象徴的行為だった。竿が何だったのかはご存じだろう。竿は木の棒であり、それによって箱をあちこちに運んだのである。そして、荒野を放浪している間、竿を抜いてはならないという特別な命令が与えられていた。この行為の意義がわかるだろうか？それは決定的行為だったのである！彼らにはそれを繰り返すつもりはなかった。彼らは至聖所を主に永遠に所有していただくために、それを主に明け渡したのである。イスラエルには繰り返すべき儀式がたくさんあったが、「再聖別」はその一つではなかった。彼らは聖別に関して本気だったのである。それは一度きりのものだったのである。


  第四。彼らは出て行った。彼らはそこに残って至聖所を主と共有しようとはしなかった。そして、「祭司たちが聖所から出て来た時、雲が主の家を満たした」ことがわかる。


  祭司たちが中にとどまっていたなら、雲は決して家を満たさなかっただろうと、私は確信している。


  見よ、至聖所を明け渡すこと自体が、宮を明け渡すことだったのである。至聖所に到達するために、箱は外庭を通り過ぎ、聖所を通り過ぎたのである。止まることはなかったのである。


  それは段階的明け渡しではなかった


  この建造物の外側の諸部分のための別々の儀式はなかった。至聖所を明け渡すことは、外庭と聖所を明け渡すことだった。それはまるで降伏した要塞を占領する征服者が、外側の防御壁を通り抜け、内側の防御壁を通り抜けて、それから内側の城内に入り、全体をまぎれもなく占領した印としてそこに帝国の国旗を立てるかのようである。


  まさにこのような形で聖別は新約聖書の中に示されている。


  ――「あなたたちの体を生きたいけにえとしてささげなさい」――外庭。


  ――「神の平安にあなたたちの心を治めてもらいなさい」――聖所。


  ――「神を知る知識に逆らって自らを高く上げる空想や、すべての高ぶった思いを投げ倒し、あらゆる思いを虜としてキリストの従順へと至らせます」――思い、至聖所。


  三．さて、これをすべて個人に適用しようではないか。おそらく、まずわれわれは、聖別に関するわれわれの観念は貧弱で不適切だったことを、認めるのを厭わないだろう。


  聖別に関するわれわれの観念


  これまでわれわれは奉仕のことだけを考えてきたし、しかも体との関連で考えてきた。「私の手、私の口、私の足を用いてください」云々と、ある種の感情的・身体的形で考えてきた。予型であるこの宮とその意義について考えていなかったのである。奉仕に関する考慮とは別に、神に満たされること、神に所有されることについて考えてこなかったのである。神の親愛なる人々が「奉仕、奉仕」と急き立ててばかりなのには、ほとほとうんざりである。まるで、神の子らが神を愛して神に信頼することはどうでもよくて、神のために労苦することしか考えていないかのようである。神のものであるクリスチャンが奉仕すればするほど、ますますそうなっていく。否。より高度な思想がある。イエスに万物の主として王座についていただくことである。


  愛する人よ、われわれについてはどうだろうか？われわれは、外庭を通過する時、「おお、主よ、この体はあなたのものです。それを御旨のままに支配してください。それをどのように用いるのか選んでください」と言って、断固たる意志の行為により、心から、喜んで、イエスにしかるべき地位に就いてもらっただろうか？聖所を通過する時に、「神の平安よ、私の心を治めてください」と言い、霊の中に入る時、「誉むべきイエスよ、ここに住んでください。私の理性をあなたの御言葉の権威に服させてください。私の想像力を聖なる働きにつかせてください」と言っただろうか？


  私の霊を照らしてください


  また、「あなたご自身の輝かしい栄光で私の霊を照らしてください。そして、この最も内なる所から、この宮全体を支配してください」とあなたは言っただろうか？


  それから、われわれは竿を引き抜いただろうか？これが意味するところはご存じだろう――それは繰り返されるべきことではないのである。あなたが何を考えているのか、私にはわかっている。


  あなたは「おそらく、私はそれをうまくやらなかったのです」と考えているだろう。言わせてもらうが、そうではない。祭司たちはとてもぎこちなく進んだかもしれない。彼らの感情は、そうあるべきものではなかったかもしれない。自分たちがしていることの意義に関する彼らの観念は不完全だったかもしれない。しかし彼らは行ったのである――箱を運び入れて、その竿を引き抜いたのである。


  さらに言う。あなたがキリストを中に招き入れた時、あなたは退去しただろうか？それとも、あなたは彼と共にとどまったのだろうか？それは問題だったのではないだろうか？


  あるとても興奮した若い女性がニュー・イングランドの集会で「イエスと私なのです」と証しするのを、かつて耳にしたことを思い出す。私と共に演壇の上に座っていた一人の親愛なる兄弟が囁いた、「私はあの少女を八、九年知っています。実は、私は彼女の牧者です。そして、これこそまさに彼女の問題なのです。イエスとこの少女なのです。彼女がもし『ただイエスだけなのです』と言える境地に達することができれば、彼女はもっと穏やかな経験をすることができるでしょう」。


  四．最後に、聖別に関する神の面について一言。祭司たちは外に出て、神の所有に委ねた。その時、聖別に関する神の役割がなされたのであり、その時まではなされなかった。神のシェキナが栄光の雲と共にその家を満たした。この栄光の雲は恵みの座を覆うケルビムの翼の間に常にとどまっていたものであり、それが拡大・増加して、ついには聖所と外庭までもがその輝きで満たされたのである。これは神の行為だった。


  神はこの聖別を受け入れられた


  祭司たちが神をしかるべき所に置いた時、そして、神に対して閉ざされている扉がどこにもなくなった時、神はこの聖別を受け入れられた。神が外庭におられた時には何の輝きもなかった。彼が聖所におられた時、また至聖所におられた時でさえ、何の輝きもなかった。竿が引き抜かれた時でさえ、何の輝きもなかった。祭司たちが外に出て、身を引き、その場所に関する所有権をすべて放棄し、その建物を神に委ねた時はじめて、その場所は栄光で満たされたのである。そしてこれがなされるまで、何もなされなかったのである。


  昔の宮に対するシェキナの関係は、これらの宮――それはわれわれである――に対する聖霊の関係と同じであることはご存じだろう。


  ――「この方にあって、あなたたちもまた、御霊を通して、神の住まいのために共に建造されます。」（エペ二・二二）


  ――「それとも、あなたたちの体はあなたたちの内におられる聖霊の宮であることを知らないのですか？」（一コリ六・十九）


  それゆえこれが、聖別に関する神の面についてのこの型の途方もない予型的意義である――つまり、それは聖霊の満たしなのである。これについて考えてみよ！全存在を心から、誠実に明け渡して、イエス・キリストに所有してもらうことに対する神の応答は、その人全体――霊・魂・体――を満たすことなのである。聖霊で満たすことなのである。これと比べると、人の側はなんと取るに足りないことか。しかしそれでも、それはなんと筆舌に尽くしがたいほど重要であることか。なぜなら、御霊の豊かな臨在はそれにかかっているからである。


  友よ、われわれは見えるところによってではなく、信仰によって歩んでいる。いにしえの祭司たちはこの栄光――それで神はこの家を満たされた――を見ることができた。


  神はこの家を満たされた


  神がそこにおられることを、われわれは信じなければならない。ああ！まさにここに、多くの人は致命的ギャップを抱えているのである。多くの人は全く誠実に自分の三部分をイエスに明け渡している。しかし、御霊のいっそう豊かな現れを感じないので、疑うのである――そして、この過程を何度も何度も繰り返すのである。


  これは「奉仕のための聖別」ではないことを覚えよ。また、宮の型がわれわれに示しているのは、奉仕のための力ではないことを覚えよ。それについては、祭司の型がわれわれに示される時、考慮されることになる。それは所有のための聖別である。


  結局のところ、実際の聖書的聖別ほど単純なものがあるだろうか？それは神をしかるべき所に置き、あらゆる場所への通行権を神に与え、それから出て行って、神に与えたものを神に支配していただくことにほかならない。その時、神はご自分の役割を果たしてくださる。神が所有してくださるのである。


  さて、いくつか質問をしよう。


  われわれは、信者として、イエスをこの宮の中に招き入れたことがそもそもあるだろうか？われわれは彼を外側の主人と見なしてきたのではないだろうか？私がこの鉛筆を取って、それで書き記すのと同じように、われわれは彼の用に供するために何かを与えることしかしていなかったのではないだろうか？


  われわれは彼を内側に招き入れただろうか？これがわれわれの聖別に関する観念だっただろうか？われわれは彼に、一つの明確な行為によって、外庭――われわれの体――を与えただろうか？もしそうしているなら、われわれは各々、彼を聖所――われわれの心――の中に招き入れて、「今ここを治めてください、私を、私の願望を、私の愛情を治めてください」と言っただろうか？もしそうしているなら、われわれは各々、一つの明確な行為によって、一度かぎり永遠に、彼をわれわれの霊の中に招き入れて、「私の理性を治めてください」と言っただろうか？


  私の想像力をとらえてください


  「私の想像力をとらえて、それに天の栄光と神の美点を描かせてください。そして、それがあまりにもかかりっきりになっているものから、それを解放してください」と言っただろうか？


  またわれわれは、「主イエスよ、私のこの知的高ぶりをとらえてください。私はあわれな愚か者です。どうか中に入って来て、私のために私の代わりに考えてください」と言っただろうか？


  それから、われわれは竿を引き抜いただろうか？われわれは、「主よ、今、あなたを一度かぎり永遠に中に招き入れて、竿を引き抜きます。これを来月も繰り返すつもりはありません。私は今これを行います」と言っただろうか？そして次に、こう述べてから、われわれは自ら外に出て行っただろうか？


  われわれについてはどうだろうか？この素晴らしい宮全体――体・魂・霊――はもはや自分のものではないかのごとく、われわれは生きているだろうか？それはわれわれのものだったが、われわれは外に出て、神が中に入って来られた。今や、それは神のものである。そうである時まさに、私は大いに確信しているが、神の栄光はその家を満たすのである。


  



  九．汚れと清め


  御言葉


  ――「こういうわけで、これらの約束を持っているのですから、愛する人たちよ、肉と霊のあらゆる汚れから自分自身を清め、神を畏れて聖さを完成しようではありませんか。」（二コリ七・一）


  ――「もし私たちが自分の諸々の罪を告白するなら、彼は真実で義であられるので、私たちの諸々の罪を赦し、すべての不義から私たちを清めてくださいます。」（一ヨハ一・九）


  ――「ペテロは彼に『決して私の足を洗わないでください』と言った。イエスは彼に答えて、『もしわたしがあなたを洗わないなら、あなたはわたしと何の関係もなくなる』と言われた。」（ヨハ十三・八）


  今、聖別と関係している汚れと清めについて考えることにする。


  これまで聖別の主題を、第一に宮の型を通して、第二に祭司の型を通して見てきたことは、覚えておられるだろう。われわれは、信者として、宮と祭司の両方である。そしてわれわれは、宮の聖別は神の永続的臨在のためであり、祭司たちの聖別は神の奉仕のためであることを見いだした。この二重の型は、われわれ自身の聖別に関してわれわれに教えるものだった。


  さて、宮も祭司も決して再聖別されなかったことが真実である一方で、ああ、両方ともしばしば汚されたことも真実であり、それが起きた時はいつでも、その汚れからの清めが必要不可欠だった。汚れた祭司は依然として祭司だった。確かに、彼は生まれつき祭司だったのであり、聖別は彼を祭司職に、その機能の行使へと就かせる儀式にすぎなかった。ちょうど、生まれつき王子であり、王権を持って生まれた人を、支配者の位に就かせる即位式のようなものだったのである。われわれが祭司なのは新生によってであり、聖別はそのようなわれわれの奉仕への扉を開くものにすぎない。汚れはこの奉仕の特権を差し止める。汚された祭司は奉仕することを厳しく禁じられた。


  奉仕の禁止


  汚された祭司は、清められるまで、神の事柄に奉仕することを厳しく禁じられた。しかし、清めの方法は再聖別ではなく、それは決して繰り返されなかった。


  疑いなく、イスラエルの霊的状況が低調だった時、神の目から見て、また神の書によると、実際に汚れている祭司たちが、依然として祭壇で奉仕するようなことがしばしばあった。しかし、彼らが清くない手で神に仕えることに固執することほど、神の不興を招くものは何もなかった。それは不埒な侮辱だったと言えよう。神の祭司の一人が汚されるのは衝撃的なことだった。汚れを負っているのに、おこがましく神の奉仕の中に居続けようとするのは、不埒なことだった。これに関して新約聖書から引用して、神は汚れた僕からのいかなる奉仕もお受けにならないことを示すことにしたい。神は汚れからの即時的清めのために豊かな備えをしてくださっている。


  即時的清め


  しかし、神は次のことを要求しておられる。「主の器を運ぶ者たちは清い手を持たなければならない」。私は確信しているが、まぎれもなく神の子供である者たちの多くの奉仕からほとんど実が生じない一つの理由は、彼らが低い水準の生活をしているのに、奉仕や奉仕らしきものの中に居続けていることである。


  さて、私は短くこの二つの事柄――聖別と関係している汚れと清め――について取り上げたいと思う。


  １．第一に、不愉快な問題だが、汚れについて見ることにしよう。われわれの聖書のエゼキエル書八章に向かうことにしよう。もしかすると、われわれはこの章から先に進む必要はないかもしれない。あるいは、せいぜい、他の節の一つか二つを見れば、汚れに関する聖書的観念がわれわれの心に示されるかもしれない。


  「第六年の、第六の月、その月の五日に、私が私の家に座し、ユダの長老たちが私の前に座していた時、主なる神の御手がそこで私の上に下った。私が見ていると、見よ、火の光景のような姿があった。彼の腰から下の光景は火であり、彼の腰から上は輝きの光景のようであり、琥珀の色のようであった。彼は手の形をしたものを伸ばして、私の頭の房をつかんだ。そして霊が私を地と天の間に引き上げ、神のビジョンの内に私をエルサレムに連れて行き、北に面した内側の門の扉へと至らせた。そこには、妬みを引き起こす妬みの像の座があった。」


  神のビジョン


  ここで一言述べさせてもらいたい。この「妬みの像」は偶像にほかならなかった。エゼキエルは霊の中で宮の中に入った。そして、北側の扉から祭壇に向かって覗いて見たところ、彼は宮のまさに外庭の中に偶像が設置されているのを見いだした。その宮はかつて神に対して聖別されたものだった。


  「見よ、イスラエルの神の栄光がそこにあった。」


  それは栄光にふさわしい場所ではなかった。シェキナにふさわしい場所は、至聖所の中の箱の上の、ケルビムの間だった。なぜ栄光が宮の至聖所から退いて、そこにとどまっていたのか、われわれはまもなくわかるようになる。おそらく、その栄光は背教のイスラエルの目には見えなかっただろうが、忠実な預言者には見えたのである。


  「その時、彼は私に言われた、『人の子よ、さあ、北に向かって目を上げよ』。そこで私が北に向かって目を上げると、見よ、北側の祭壇の門の入り口に、この妬みの像があった。」


  妬みの像


  「彼はさらに私に言われた、『人の子よ、あなたは彼らが行っていること、すなわち、イスラエルの家がここで犯している大いなる忌むべきことを見るか？これはわたしを聖所から遠ざけるものである』。」


  神は、言わば、内なる部屋から、その王座の場所から退かれたが、いけにえを物語る祭壇のそばにまだ立っておられた。高度な祝福は退いたが、神とまみえる地点としてまだ青銅の祭壇があった。神はほむべきかな、神の民が聖さを全く気にかけていない時でも、義認は残っているのである。


  「しかし、さらにもう一度向きを変えよ。そうするなら、さらに大きな忌むべきことをあなたは見るだろう。そして、彼は私を庭の入口に連れて行った。私が見ると、見よ、壁に一つの穴があった。彼は私に言われた、『人の子よ、さあ、壁を掘れ』。そこで私が壁を掘ると、見よ、一つの入口があった。彼は私に言われた、『中に入って、彼らがここで行っている邪悪な忌むべきことを見よ』。そこで私は中に入って見た。すると見よ、這うものと忌むべき獣のあらゆる形や、イスラエルの家のすべての偶像が、周囲の壁に描かれていた。」


  そこには復讐を招く汚れがあった。それらは通常の方法で幕を通って中に入ろうとしていたのではない。それらは至聖所の中に侵入していたのである。実際に、神の内なる住まいの中に入り込んでいたのである。この内なる住まいは、神が、この宮の聖別の時、その栄光の輝く雲によって所有されたものだった。しかし、それらはその黄金の壁に欲望と偶像崇拝のあらゆる忌むべきものを描いていたのである！


  「また、イスラエルの家の長老の七十人がその前に立っており、彼らの間にシャパンの子ヤザニヤも立っていた。それぞれ香炉を手にし、その香の煙が厚い雲のように立ち上った。」


  彼らは言わば、至聖所から神を排除して、そこに彼らの偶像を描いた。それらの偶像は、世人が見るにはあまりにも汚らわしくて不愉快なものだった。しかも、密かに、彼らは壁の一つの穴から中に入り、それらの言葉にするのもはばかられるものに香を捧げていたのである。


  だれでも見ることのできる外庭では、祭司たちがイスラエルの通常の儀式の形式を依然として執り行っていた。毎朝毎晩、小羊の煙が祭壇から立ち上り、その横には祭司職の聖なる衣をまとった祭司が立っていたのである！そこに、まさしくそこに、恐ろしいほど神の近くにいた神の祭司の汚れた目には見えなかったが、祭壇の神がおられたのである――忌むべきものを描かれた至聖所から神は追い出されていたのである。


  「そのとき彼は私に言われた、『人の子よ、イスラエルの家の長老たちが暗い所で行っていること、各々その想像の部屋で行っていることを見たか？』。」


  きっと、これに解釈の必要はないだろう。外庭に偶像があり、聖所の内側に偶像があり、至聖所の中にもあったのである。


  すべては隠されていた


  壁に描かれていた言語を絶する忌むべきものも、イスラエルの長老たちが隠れて香をささげていることも、すべては人の目から隠されていたのである。


  しかし、この型を適用することにしよう。われわれ自身、この宮に対応するものである。外庭、聖所、至聖所は、体、心、思いに対応している。これらすべてに関して、われわれはいくらか知っているのではないだろうか？われわれは聖別の行為により、イエスに全存在を所有してもらい、彼を心と思いの中に奉納した――その後、想像を解き放って内なる部屋の壁に世人が見たがらない絵を描いたのではないだろうか？しかも、教会通いを続けて――おそらく、日曜学校で説教したり教えたりしながら――神の民であると告白して世人の前で生活しているあいだ、そこに入ってこれをすべて眺めるのを好んでいるのではないだろうか？われわれはこれを自覚しているのではないだろうか？あるいは、もしそうでなくても、われわれは偶像を宮の中に置こうとしているのではないだろうか？


  大切なもの


  口では常に「そうです、神は至高です」と言いつつ、何か大切なものを自分と神との間に割り込ませようとしているのではないだろうか？これについてわれわれには心当たりがあるのではないだろうか？それは金や、社会的地位や、習慣かもしれないし、あるいは自己――あらゆるものの中で最も醜い偶像――かもしれない。


  「そのとき彼は私に言われた、『人の子よ、イスラエルの家の長老たちが暗い所で行っていること、各々その想像の部屋で行っていることを見たか？』。」


  これはみな暗闇の中にあった。自分の想像が描いた絵を、われわれは喜んで外に持ち出して、われわれの仲間に見せようとするかどうか、私には疑問である！


  「彼はまた私に言われた、『さらにもう一度向きを変えよ。そうするなら、彼らが行っているさらに大いなる忌むべきことをあなたは見るだろう』。そして、彼は私を、北に向かっている主の家の門の入口に連れて行った。すると見よ、そこに女たちが座ってタンムズのために泣いていた。」


  タンムズ――太陽神礼拝である。太陽が沈んだ時、まるで彼が死んだかのように、彼らは泣くことによって彼を礼拝した。そして毎朝、まるで彼が再生したかのように、彼らは太陽に挨拶した。これは主の宮にとって大問題だった。そうではないだろうか？


  「それから彼は私に言われた、『ああ、人の子よ、あなたはこれを見たか？さらにもう一度向きを変えよ。そうするなら、これらよりもさらに大いなる忌むべきものをあなたは見るだろう』。」


  さらに大いなる忌むべきものを見る


  「そして、彼は私を主の家の内庭に連れて行った。すると見よ、主の宮の入口の、廊と祭壇との間に、二十五人ほどの人が、主の宮に背を向け、顔を東に向け、東に向かって太陽を拝んでいた』。」


  さて、太陽礼拝のまさに本質は自然礼拝にほかならない。われわれが自然を見渡す時、太陽はわれわれの目に映る最も輝かしい物体である。それは、その上に命と慰めとそういったすべてのものがかかっているものである。したがって、神から離れ去った心にとって、太陽が自然の諸力に向けてなされるこの礼拝の一種の中心になるのも自然なことである。


  「あなたはこれに関する考察に時間を浪費しています。この国には太陽礼拝のようなものはありませんし、私たちが神の祭壇に背を向けて太陽を拝むようなこともありません」と、あなたは言うかもしれない。


  申し訳ないが、あるのである。これはまさに最も巧妙な忌むべきものなのである。


  最も巧妙な忌むべきもの


  これこそまさに、今日、キリスト教徒の思いと心の中に許されているものである。これは、現代教会がいわゆる科学を異常なほど敬っていることに表れている。大衆は、創造や人の起源に関する聖書の記述から、いわゆる科学者たちの改良された理論やもっともらしい仮説に転じつつある。それらの理論は神を現象の背後に隠して、超自然を否定するものである。信仰を告白する数百万のクリスチャンが「霊の世界における自然法則」という本を買っているのを見よ。


  おそらく教会史全体を通して、今ほど、このように神の祭壇と神の宮に背を向けて自然崇拝に転じたことはなかったし、これらのものがこのような深刻な害を及ぼすこともなかった。信仰を告白する数百万のクリスチャンにとって、ドラモンドとダーウィンはモーセよりも権威があるのである。


  さて、少しの間、これらの汚れについて要約することにしよう。


  忌むべきものを描かれた内なる部屋


  聖所の中の偶像、あらゆる種類の忌むべきものを描かれた内なる部屋、そこにいるのを好んでいるイスラエルの長老たち。他方、外の庭では、人々は神の祭壇に背を向けている。彼らは血のしたたる十字架を忍ぶにはあまりにも「進歩」しており、美的観点から太陽を礼拝している。


  さて、新約聖書に向かうことにしよう。


  「さて、ユダヤ人の過越が近づいたので、イエスはエルサレムに上って行かれた。彼は宮の中で、牛や羊や鳩を売る者たち、また両替人たちが座っているのをご覧になった。そこで彼は縄でむちを造って、彼らをみな、羊も牛も宮から追い出し、両替人たちの金を散らし、その台をひっくり返された。そして鳩を売る者たちに言われた、『これらのものをここから運び去れ。わたしの父の家を商売の家とするな』。」（ヨハ二・十三～十六）


  おそらく、この節の教えを、神礼拝のために建てられたブロックや石や木でできた宮に適用しようとしている人もいるかもしれない。しかし、さらに深い真理が常に象徴の背後に存在するのである。ここで描写されている思想は、人の天然の力を売り渡してたんなる利益追求の道具とすることである。体を利用して、それを金儲けの機械とすることである。


  金儲けの機械


  あるいは、体を他ならぬ飲食用の機械とすることである。この体は神の宮である。われわれはこれに心当たりがあるのではないだろうか？


  さらに述べるまでもなく、これは確かにわれわれを探るものである。われわれは、偶像を思う思いを自分自身と神との間に割り込ませて、それにもかかわらず愛していると言い張る。また、心の思いは汚され、想像力は清くないものへとさ迷わされ、内なる部屋には秘密の汚れた像が描かれている。自然や自然法則を礼拝する狂った礼拝により、神の祭壇に背を向けている。


  ２．さて、備えに向かうことにしよう。この備えは、同様に崇高・単純・十分なものであり、神がわれわれのために用意してくださったものである。


  まず第一に、少しのあいだ、神の御言葉の中で最も馴染み深い節の一つを見ることにしよう。「もし私たちが自分の諸々の罪を告白するなら、神は信実で正しくあられるので、私たちの諸々の罪を赦し、すべての不義から私たちを清めてくださいます」（一ヨハ一・九）。


  それゆえ、汚れた者になった時、われわれには清めの問題に関してなすべきことがある。「もし私たちが自分の諸々の罪を告白するなら」。これはたんなる罪深さの告白とは大いに異なっており、その重要性はそれよりも遥かに心を探るものである。われわれは罪深さの告白はたやすくする。「そうです、私は罪人です」と言おうとしない人は、われわれの内に一人もいない。


  「もし私たちが自分の諸々の罪を告白するなら」。これが意味するのはまさに、憎むべきものを一つ一つ持ち出して、それらを神に示し、「私はこのことやあのことをしました」と言うことである。親ならだれでも、子供たちから「不従順でした」という一般的告白を得るのはとても容易だが、「自分がしてきたことは悪いことでした」と言わせるのはそれほど容易ではないことに気づいているだろう。


  われわれの諸々の罪を告白することは、憎むべき罪を取り上げて、それを神の御前にさらけ出し、神にそれを見ていただくことである。神の御前に、その白光の中に、それをさらけ出すなら、罪はわれわれが誘惑に屈した時のように麗しいものには見えないだろう。


  これ――告白――が清めの人の面である。言うまでもなく、これは信者の特権である。キリストを拒絶する人が地獄に落ちるまで自分の諸々の罪を告白したとしても、その人の諸々の罪は相変わらず同じままだろう。「だれもわたしによらなければ父のもとに来ることはできない」とキリストは仰せられる。救いには一つの道しかない――信仰の道である。しかし、信じてきたわれわれが自分の諸々の罪を告白する時、われわれは次の約束を要求することができる。


  「神は信実で正しくあられるので、私たちの諸々の罪を赦し、すべての不義から私たちを清めてくださいます。」


  最初に赦しであり、次に清めである。


  これはなんと単純なことか！さて、これを私があなたに示した御言葉と関連付けよ。ペテロは「決して私の足を洗わないでください」と言い、キリストは「もしわたしがあなたを洗わないなら、あなたはわたしと何の関係もなくなる」と仰せられた。他に助けはないことがわかる。


  イエスに逃げ込め


  汚された時、われわれはイエスに逃げ込み、身を低くして汚れた足を貫かれた主の御手の中に置かなければならない。しかし、これがなされた時、信仰は「今や私は清められている」と告げる。


  自分の諸々の罪を告白したクリスチャンは、神の不興を買っているという意識や、汚れているという意識を抱えたままうろついてはならない。


  信仰は告げる、「私は神が私に要求しておられることを行いました。今、神は確かに信実であられ、それに関するご自身の分を果たしてくださった、と私は信じます。神は私を赦してくださいました。そのさいわいな御顔には何の険しさもありません。神は私を清めてくださいました。私は清いです。そして、神は再び私の存在の隠れた部屋の中に快く住んでくださると全く確信しつつ、私は神の奉仕の中を進んで行くつもりです」。


  われわれは、救いのときと同じように、それに関する神の役割を信仰によって受け入れなければならない。


  聖別のとき、われわれはそのために自分を明け渡し、次に、「神がご自身の役割を果たしてくださることをあえて疑うつもりはないのだから、自分たちは聖別されている」と信じる。それと同じように、この聖別が汚される時、われわれはそれをすべてつまびらかに神に告白し、喜んで立ち去る。なぜなら、神は再びご自身の役割を果たしてくださった――われわれを赦して清めてくださった――とわれわれは信じるからである。


  結局のところ、これはすべて信仰による。われわれは信仰によって開始し、信仰によって進み続ける。われわれに要求されているのは単純かつ合理的なことであり、われわれはそれをなす。そして次に、神はなすと約束されたことをなしてくださったとわれわれは信じる。


  結局のところ、これはなんと単純なことか！私はこれをとてもややこしくしてしまったかもしれない。とはいえ、これをきわめて平易なものにするよう私は心掛けてきた。


  神に明け渡せ


  まず第一に、聖別のために神に明け渡すことである。それに続いて、信仰の明確な行動である。この信仰は告げる、「神はそれをなしてくださいました。私は聖別されています」と。その後、汚れが侵入してきたら、告白せよ。そして次に、再び信仰の行動である。この信仰は告げる、「神は私を清めてくださいました。再び私はくまなく清くなりました」と。それから、神の輝かしい御力の現れを期待しつつ、われわれは神の奉仕の中を進んで行く。その時、彼の平安は「私たちの心と思いをキリスト・イエスを通して保（守）」ってくれるのである。


  



  注記
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